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神戸は、 都市的な建築物と 美し い港、 緑豊かな六甲山系により 構成さ れ、 都市と 自然が調和し た上質なまち

なみが形成さ れてき まし た。 また、 明治の開港から 培われた個性豊かなヒ ト ・ モノ ・ コ ト を 受け入れる進取

の気性が育まれ、 震災を 乗り 越えた助け合いの心を 持ち、 多様な人々が集まり 交流するまちです。 こ れら の

神戸ら し さ に磨き を かけるためには、 都市と 自然が調和し た上質なまちなみを 持続的に発展さ せると と も に、

次代を 担う 子ども たちの原風景を 創出し 、 まちなみを 通じ た世代間の交流がつながるこ と が重要です。

また、「 神戸の魅力は人である」 と いう 想いを集約し たシビッ ク プラ イド ・ メ ッ セージである「 BE　 K O BE」

をまちづく り で実現し ていく ためには、「 人」 がまちの主役と なり 、 暮ら す人が誇り を 持ち、 訪れる人が好き

になる、 50 年後、 100 年後にも ずっ と 魅力的であり 続けるまちと し ていく こ と が必要と なり ます。

都心・ 三宮の再整備では、 神戸ら し さ に磨き を かけ、「 BE　 K O BE」 を 実現するまちづく り を 推進するた

めに、 公共空間や沿道建築物と そこ を 訪れる人々の活動が相互に呼応し 、 三宮ク ロススク エアをはじ めと す

る公共空間がまちの背景と なり 、 沿道建築物と 調和し 、「 人が主役」 の居心地の良い「 上質」 で「 洗練」 さ れ

た都市空間を 創出し ていき たいと 考えています。

こ れら の実現を 目指し て、「 えき ≈まち空間」・「 税関線」 における公共空間の整備に向けた計画や、 周辺の

建築空間のあり 方を 示し 、 公共空間と 沿道建築空間が一体と なっ た魅力的な都市空間のデザイ ンを 市民や民

間事業者の皆様と 共有する ために、「 景観デザイ ンコ ード 」 を 策定し まし た。

「 えき ≈まち 空間」 や「 税関線」 で事業を 計画さ れる際は、「 景観デザイ ンコ ード 」 の考え方を も と に、 神

戸市が設置する都心三宮デザイ ン調整会議を 積極的に活用し 、 また地域団体等の意見も 取り 入れながら 、 公

共事業と 民間事業の計画を議論し 、 総合的なデザイ ン調整を 行います。 特に、 まち にひら かれた神戸の玄関

口にふさ わし い利便性と にぎわいを 兼ね備えた魅力的な空間と し ていく ためには、 公共空間と 沿道建築物の

中間と なる領域が重要であり 、 社会情勢や地区の特性に応じ た考え方により 、 柔軟に協議を 重ねるこ と によ

り 創り あげていき たいと 考えています。 こ のよう な取組を 継続的に進めるこ と が、 沿道の価値や都心のポテ

ンシャ ルの向上にも つながると 考えています。

今後と も 都心・ 三宮の都市空間において事業計画をさ れる皆様と し っ かり 議論を重ねつつ、 都市空間を活用す

る人々の活動の成長と 連動し ながら 、 景観デザインコ ード を進化さ せていきます。

神戸市

都心三宮デザイ ン調整会議



•  都市的な建築物と 美し い港、 緑豊かな六甲山系によ り 構成さ れる都市と 自然が調和し た上質なまち なみ

•  開港以来、 国際性に富み、 個性豊かなヒ ト ・ モノ ・ コ ト を 受け入れる  “進取の気性”

•  震災を 乗り 越えた助け合いの心を 持ち、 多様な人々が集まり 交流する まち

BE KOBE

1. 「 人」 がまち の主役

2. 暮ら す人が誇り を持つまち、 訪れる人が好き になる まち

3. 50年後、 100年後にも ずっ と 魅力的であり 続ける

重要な視点

 
•  都市と 自然が調和し た上質なまち なみを 持続的に発展

•  次代を 担う 子ども たち の原風景の創出

•  まち なみや活動を通じ た世代間の交流

BE KOBE を実現するまち都心・ 三宮

公共空間と 沿道建築物と そこ を 訪れる人々の活動が相互に呼応

公共空間はまちの背景と なり 、 沿道建築物と 調和

“人が主役”の居心地の良い「 上質」 で「 洗練」 さ れた都市空間の創出

神戸ら し さ
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海や山、 空への広がり  

・ 海や山、 空への見通し 景観に配慮し た

まちなみづく り  

・ 高層部のセッ ト バッ ク による圧迫感の

軽減や空間的な広がり の確保

連続性や一体感のある洗練さ れたまちなみ 

・ 遠景、中景、近景に配慮し た建築物のデザイ ン 

・ 壁面位置や軒線の誘導等による一体感のある

まちなみづく り

官民一体と なっ たにぎわい

・ 沿道建築物がまちにひら き 、

　 公共空間と 一体と なっ た

　 にぎわいの創出

人が主役と なる居心地の良い空間 

・ 人が主役と し て、人が活動する様子

　 や花・ 緑を引き 立たせるモダンで

　 シンプルなデザイ ン

街角の顔づく り  

・ 神戸の顔を印象付ける正面

性のある軽やかで空間の広

がり を 感じ ら れるコ ーナー

デザイ ン

街角に向けて正面性をも たせる

周辺への回遊を促す

エント ラ ンス・ 通路視認性の確保

高層部
壁面後退

中層部

低層部



三宮ク ロススク エア　 三宮交差点の整備イ メ ージ（ 第1段階） 民間建築物等はイメージであり、今後変更となる場合があります。



税関線・ 東遊園地前の整備イ メ ージ
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1  はじめに





背
景 プラ イ ド が醸成し 、 多彩な特性を 持つ「 まち 」 が生み出

さ れ、 さ ら に良いも のを 選び取り 洗練する こ と で、 現在

の神戸の都心部を 感じ さ せる 都市と 自然が調和し た “上

質なまち なみ”を 形成し てき まし た。

こ の“神戸ら し さ ”にさ ら なる魅力づく り を進め、「 えき

（ ６ つの駅と バス乗降場）」 と 「 まち」 の回遊性を高めるこ と

により 生まれるにぎわいを、 まち全体へ拡げたいと 考えて

います。 こ れら の取り 組みは、 まちの活力や魅力を生み出

すと と も に、 多様な人々の出会いや交流を通じ たイノ ベー

ショ ン を 創出し 、 新たな「 神戸ら し さ 」 につながり ます。

神戸なら ではの魅力と 高いポテンシャ ルを活かし 、「 ま

ち 」 のにぎわいや居心地の良さ 、 上質さ が感じ ら れる 神

戸ら し いまちなみの形成を 目指し ていき ます。

神戸ら し いまちなみ

神戸は、 六甲山系と 瀬戸内海に挟まれる 地形によ り 東西

に長い市街地が生まれ、 “海・ 山・ 空が感じ ら れる ”都市

と 自然が調和し た美し いまち なみが形成さ れてき まし た。

　 明治の開港（ 1868年） を機に市街化が進んだ近代都

市ですが、 開港以来、 広く 世界と の交流を 始め、 産業を

興し 、 都市の骨格を 築き 、 多様な生活文化を培っ てき た

こ と から 、 個性豊かなヒ ト ・ モノ ・ コ ト を受け入れる “進

取の気性”が育まれてき まし た。

また、 阪神・ 淡路大震災を 経験し 、 “互いに助け合い、

互いに励まし 合いながら ”、 街を 蘇ら せてき まし た。

そう いっ た背景のも と 、多様な文化や暮ら し 、シビッ ク
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三宮再整備の目指す姿

神戸の玄関口である 都心・ 三宮の再整備は、 神戸全体のまちや

経済を活性化し 国際競争力を 高める う えで不可欠であると 考え

ており 、 市民・ 事業者・ 行政が目指すべき 将来像を 共有し 、 そ

の実現に向けて協働で取り 組むため、 平成27年９ 月に「 神戸の

都心の未来の姿 [将来ビ ジョ ン ]」 と 「 三宮周辺地区の『 再整備

基本構想』」 を策定し まし た。

三宮再整備では、 海と 山に囲まれ、 駅と まち が近いと いう 立

地条件や美し いまち なみなどの資源を 活かし 、 駅を 出た瞬間に

訪れた人々が自然と まち へ誘われる『 美し き 港町・ 神戸の玄関

口』 をコ ン セプト と し て掲げ、「 人が主役のまち 」「 居心地の良

いまち」 を目指し て取り 組みを進めます。

神戸の都心には、 三宮を はじ め、 北野や旧居留地、 元町、 ウ

ォ ータ ーフ ロ ン ト など、 モザイ ク 状に神戸ら し い魅力的なエリ

アがあり ます。 都心・ 三宮の再整備では官民が連携し 、 それぞ

れのエリ アの更なる魅力向上を 図る と と も に都心内の回遊性を

向上さ せる 施策に取り 組み、 駅周辺だけでなく 都心全体の活性

化を図り ます。

具体的には、 三宮駅周辺では、 分散し ている 中・ 長距離バス

の乗降場を集約し 、西日本最大級のバスタ ーミ ナルを整備し 、ま

た、 既存の道路空間を 人が主役の広場的空間に転換する 三宮ク

ロ ススク エアを はじ めと し た広く 豊かな公共空間を 沿道建築物

と 一体的に整備し 、 駅から 周辺のまち へのつながり や回遊性を

高めると と も に、 神戸ら し い新たな景観を創出し ます。

一方、 ウォ ータ ーフ ロント では、 アク アリ ウムやオフ ィ ス、 商

業施設などの複合的な施設を 整備し 、 駅と ウォ ータ ーフ ロン ト

をつなぐ 税関線の沿道においては、 本庁舎２ 号館や東遊園地、 税

関前歩道橋など本格的な再整備が始まっ ています。 税関線では、

こ れら の各事業を 有機的につなぎ、「 えき ≈まち空間」 から ウォ

ータ ーフ ロ ント に向けたさ ら なる人の流れを 生み出すよう な魅

力的な空間形成を図り ます。

都心・ 三宮の再整備ではこ のよ う な取り 組みを 着実に進め民

間投資を 誘発するこ と で、 来訪者数・ 従業者数・ 滞在時間が増

加し 、 都心のポテンシャ ルを向上さ せ、 三宮だけでなく 神戸全

体のまち の活性化や発展を図り ます。

▲ 三宮ク ロススク エアのイ メ ージ

神戸駅

元町駅

三宮駅

三宮周辺地区の

「 再整備基本構想」

デザインコ ード

対象範囲

5 0 0m

神戸の都心の未来の姿

［ 将来のビジョ ン］

新神戸駅

元町駅

中央幹線

地下鉄西神・ 山手線

三宮駅

阪急神戸三宮駅

JR三宮駅
ポート ライナー三宮駅

地下鉄海岸線

三宮・ 花時計前駅

三宮クロススク エア

「 えき≈まち空間」

神戸駅

阪神神戸三宮駅

▼「 えき≈まち空間」 と 三宮ク ロススク エア

＊「 えき≈まち空間」： まちであり 、 駅である空間、「 えき 」（ 6つの駅と バス乗降場） と 「 まち」 をつなぐ 空間

▼神戸都心と 上位計画
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 「 えき ≈ まち空間」  ・  駅前に象徴と なる広場空間「 三宮ク ロ ススク エア」 を 整備

  ・  商業、 業務等の多様な都市機能を 高度に集積

  ・  公共空間と 沿道建築物が一体と なっ てにぎわいを 創出する と と も に、

   駅から 周辺の「 まち 」 へのつながり の強化

   回遊ネッ ト ワーク

の強化

 ・ 歩行者動線の強化

    ・ 多様な交通手段の確保

   拠点の創出 まち のにぎわいの連続・ 魅力的な拠点の整備

    （ 本庁舎2号館再整備、 東遊園地再整備等）

   回遊の拠点 各ゾーンを つなぎ、 人の流れの

    起点・ 中継点と なる たまり 空間

 「 周辺のまち」  ・  既存の「 まち 」 のさ ら なる魅力向上

  ・  新たな都市機能の導入（ ウォ ータ ーフ ロント エリ ア再開発等）

民間投資の誘発  ・ 来場者数の増加

  ・ 従業者数の増加

  ・ 滞在時間の増加

三宮だけでなく 、 神戸全体のまちの活性化・ 発展

三宮再整備の目指す姿

・ 多様な人々の出会いや交流を 通じ たイ ノ ベーショ ン の創出

・ 来訪者の消費額の増加

・ 企業の設備投資の増加

・ 沿道の価値向上

回遊性の向上

0 100 200 300 500m

N

生田神社

東遊園地

磯上公園

みなとのもり 公園

JR市営
地下鉄

ポート ラ イ ナー

市営地下鉄

阪急

阪神

旧居留地
（ 歴史・ 文化）

三宮町

1・ 2・ 3丁目
（ 物販・ にぎわい）

ウォーターフロント
（ 観光・ 憩い）

磯上
（ 商業・ 業務・ 居住）

二宮
( 混在）

生田・ 北野坂
（ 商業・ 飲食）

「 えき≈ まち空間」
三宮クロススクエア

「 えき≈ まち空間」
三宮クロススクエア
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▼景観デザイ ンコ ード の対象範囲

目
的
・
構
成
・
対
象
範
囲

目的

都心・ 三宮の再整備では、公共空間や沿道建築物と そこ を訪れる人々の活動が相互に呼応

し 、 公共空間はまちの背景と なり 沿道建築物と 調和し 、「 人が主役」 の居心地の良い「 上

質」 で「 洗練」 さ れた都市空間を創出し ていきたいと 考えています。

三宮駅前の「 えき≈まち空間」 及び神戸のシンボルロード である「 税関線」 を対象に、 公

共空間と 沿道建築空間が一体と なっ た魅力的な景観づく り を進めるため、 公共空間の整備

に向けた計画や、 周辺の建築空間のあり 方（ 配置、 ボリ ュ ーム、 意匠、 色彩、 外構等） を視覚

的に分かり やすく まと めた「 景観デザイ ンコ ード 」 を策定し ます。

市民や市内外事業者等に三宮が変わる姿を提示すると と も に、 民間事業者等と 目指す都

市空間のデザインを共有し 、 社会情勢や地区の特性に応じ て協議を重ねながら 創造するこ

と で、 官民連携による神戸の玄関口にふさ わし い空間を創出するこ と を目的と し ています。

都市空間のデザイ ンを 検討する にあたっ ては、 ハード 整備だけでなく その利活用を 想

定し た一体的な検討が必要です。 そのため、 現在地権者や市民の方々が取り 組んでいるエ

リ アマネジメ ン ト の活動を 反映する と と も に、 歩行者行動のデータ や数学的手法を用い

た空間特性分析の結果を活用し （ 付録参照）、 空間デザイ ンの考え方に盛り 込んでいます。

官民連携によ る 神戸の玄関口にふさ わし い空間を創出するこ と で、 さ ら なる 沿道の価

値向上や都心のポテン シャ ル向上を目指し ます。

構成

景観デザイ ン コ ード は、 地域における 景観のある べき 方向性を 示すも のであり  、「 公共

空間」「 建築物」「 夜間景観」「 屋外広告物」 の4つの視点のも と 、「 景観形成方針」「 景観

形成基準」「 ガイ ド ラ イ ン 」 によ り 構成する も のです 。

対象範囲

公共空間のデザイ ン

（ 第3章）

 「 えき ≈まち空間」 及び税関線の三宮北交差点から 税関前交差点

 ※三宮北交差点以北、 税関前交差点以南については実務的な調整を実施

建築空間のデザイ ン

（ 第4章）

 「 えき ≈まち 空間」 及び税関線の布引交差点から 税関前交差点

神戸三宮駅

布引交差点

税関前交差点

三ノ 宮駅

税関線

「 公共空間のデザイン 」

（ 第3章）対象範囲

「 建築空間のデ ザイン 」

（ 第4章）対象範囲

「 え き ≈ ま ち 空間」

三宮北交差点

▼景観デザイ ンコ ード の内容

景観デザイ ン コ ード

　 景観形成方針 基準やガイド ラインなどの前提となるコンセプト

　 景観形成基準 法令に基づく 行為の制限事項等

  （ 主に行政による運用を想定）

　 ガイ ド ラ イ ン  基準化になじ まない誘導事項等

  （ 地元協議会と 行政の連携による運用を想定）

　 公共空間 　 ｜　   建築物 　 ｜　   夜間景観 　 ｜　  屋外広告物
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運
用
方
法

景観デザイ ンコ ード の運用

都心・ 三宮が目指す姿は、 景観デザイ ン コ ード を も と に、

行政や事業者等が、 公共空間と 沿道建築物が一体と なっ

た空間のあり 方を 共有し 、 数値的な基準のみにと ら われ

ず、 社会情勢や地区の特性に応じ た考え方によ り 、 柔軟

に協議を 重ねるこ と で創り あげら れていき ます。

対象エリ アにおいて事業を 計画さ れる 際は、 地域団体

等の意見も 取り 入れながら 、 本市が設置する 都心・ 三宮

デザイ ン 調整会議において、 公共事業と 民間事業の計画

の総合的なデザイ ン 調整を 行います。

▶  景観デザイ ンコ ード

　  運用の流れ

▶  官民連携による一体的な空間の

整備イ メ ージ

 公共空間（ 第3章）

 建築空間（ 第4章）

公共施設

（ 道路や広場等）

民間施設の公共的な空間

（ ピロティ や公共的な通路等）

* 1　 原則、 神戸市都市景観条例に基づく 景観デザイ ン協議の対象行為に準ずる

* 2　 事業によっ ては、 都心三宮デザイ ン調整会議が、 当部会を兼ねる場合があり ます。

景観デザイ ンコ ード の考え方のも と

対
象
事
業 
* 1

都
心
三
宮
デ
ザ
イ
ン
調
整
会
議

公
共
空
間
デ
ザ
イ
ン

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
専
門
部
会 

* 2

設
計
・
事
業
実
施

条
例
等
に
よ
る
必
要
な
協
議

各
種
申
請
・
届
出
等

　
事
業
実
施

公
共
空
間

建
築
物

事
前
相
談
・
調
整

事
業
の
計
画
・
検
討

景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

専
門
部
会

【
景
観
デ
ザ
イ
ン
協
議
】
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神戸は明治の開港を機に急速に市街化を進めた近代都市です。 六甲山系と 瀬戸内海に挟まれた

土地に東西に細長く 市街地を広げてき まし た。

近世の町場である兵庫津、 港湾の中枢を 担う 税関・ 居留地、 交通の要衝と なる 神戸駅を 拠点

に、 周辺に新開地、 元町・ 栄町など多様な「 まち」 がモザイ ク 状に位置し た中、 1931年の国鉄

三ノ 宮駅の現在地への移転、 1956年の神戸市役所の現在地への移転に伴い、 都市の中心や賑わ

いは東の三宮へ移り 、 都心・ 三宮が誕生し まし た。

その後、 ウォ ータ ーフ ロ ン ト 開発や新幹線の開通を 経た今も 、 三宮は個性豊かな「 まち 」 の

集合である神戸の都心と し て、 重要な位置を 占めています。

 開港以来三宮が辿っ てき た都市構造の変化や重要な出来事を 下記にまと めます。

国際港神戸の誕生

神戸の開港により 、

一気に市街化が進みます。

国際港と し て税関や居留地が設けら れ、

生田川が付け替えら れ税関線と なり 、

居留地等に住む外国人用の公園と し て

EastPark（ 現東遊園地） が整備さ れます。

［ 主な出来事］

•  外国人居留地の整備 - 生田川付替工事

•  EastParkの整備 - KR&AC発足

•  省線 ・ 阪神電車 ・ 市電の敷設

1868～ 1931～ 1956～ 1981～ 1995～ 2015～

三宮への都心の移動・ インフラ 大整備

神戸市役所の三宮への移転を皮切り に、 三宮が神戸の

都心と し て機能し 始めます。 高度成長に併せ急速に

増加する自動車交通と 歩行者交通を捌く べく 、

道路拡幅や地下道・ 歩行者デッ キ整備が進みます。

［ 主な出来事］

•  イ ースト キャ ンプの返還＋神戸国際会館開業

•  神戸市役所の現在地への移設 ・ 花時計の整備

•  さ んちか開業＋交通センタ ービル開業

•  戦後区画整理　 さ んプラ ザ ・ センタ ープラ ザ開業

•  新神戸駅開業

•  阪神高速整備

震災から の復興

兵庫県南部地震に襲われた神戸は、

粘り 強く 復興を遂げ、 まちの賑わいや

美し いまちなみを取り 戻し ます。

［ 主な出来事］

•  新国際会館の誕生

•  市営地下鉄海岸線の開通

•  新聞会館の建替え ・ mint の開業

•  東遊園地に慰霊と 復興のモニュ メ ント 設置、 
1.17のつどい開始

•  みなと のも り 公園の整備

三宮の交通タ ーミ ナル化

現在の三宮交差点を中心に、

三宮の交通タ ーミ ナル化が進行し ます。

人やモノ が集積し 、 盛り 場と し ての

様相を呈し 始めます。

［ 主な出来事］

•  省線高架化 ・ 三ノ 宮駅を現在地に移設

•  阪神線地下化＋阪神ビル (旧そごう )開業

•  阪急電車大阪～三ノ 宮間開通＋阪急ビル開業

•  三宮センタ ー街運営開始

•  阪神大水害

•  阪神大空襲

フラワーロード のシンボルロード 化

山を削っ た土で海面を埋め立てる

ポート アイ ラ ンド や、 ポート ラ イ ナーの整備など、

様々な開発を進めます。

ポート ピア '81の開催にあたり 税関線は

「 花と みどり と 彫刻の道」 フ ラ ワーロード と し て

整備さ れると と も に、他都市に先駆けた景観行政の

開始により 美し いまちなみを醸成し 、

神戸のシンボルロード と し て定着し ます。

［ 主な出来事］

•  フ ラ ワーロード 整備 (花と みどり と 彫刻の道)

•  市電の全面廃止 ・ 神戸まつり の開催 (1971~ )

•  ポート ラ イ ナーや西神 ・ 山手線の開通

•  景観行政の始まり (税関線沿道都市景観形成地域)

都心・ 三宮の再整備

「 人」 中心の魅力的な空間の創出を目指し て

現在、 都心・ 三宮の再整備を進めています。

次の頁にあるよう に、

様々なプロジェ ク ト が進行・ 計画中です。

［ 主な出来事］

•  神戸の都心の未来の姿［ 将来ビジョ ン］ 策定

•  三宮周辺地区の『 再整備基本構想』 策定

•  神戸三宮「 えき ≈まち空間」 基本計画策定

都
心
・
三
宮
の
再
整
備

都
心
三
宮
の

こ
れ
ま
で

神⼾駅

元町
栄町

兵庫津

港湾

三宮

北野

山手

旧居留地
税関

新開地
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神戸税関
生糸検査所

→みなとのもり 公園

(貨物鉄道ヤード )

（ かつての海岸線）

神戸市役所（ 1957～）

（ 花時計 1957～）

花時計

(EAST PARK)

→東遊園地

(神
戸市電)

（ イースト キャンプ ）

西国街道

中央幹線

阪神電車

（ 運上所）

旧居留地

港湾地区

東遊園地

三宮町

元町

生田

三宮北

中央通り・ 花時計線

磯上

三宮東

三宮神社

生田神社

（ 三ノ 宮駅）

（ 鯉川）

→鯉川筋

税関線

→生田川付替（ 1871）

→市電税関線の開通（ 1933~ ）

→神戸まつり（ 1971~ ）

→「 花と みどりと彫刻の道」整備（ 1981~ ）

→都市景観形成地域（ 1981~ ）

神戸市電（ 現在は廃止） 駅

（ 　 ）は現在存在しない・ 移転した施設

(

神
戸
市
電)

JR（ 省線・ 国鉄）

省線高架化＋三ノ 宮駅移転（ 1931～）

三宮タ ーミ ナルビル（ 1981～）

阪急電車

大阪～三ノ 宮間開通

＋阪急ビル（ 1936～）

市営地下鉄海岸線（ 2001～）

さんちか＋交通センタ ービル（ 1965～）

中央幹線＋さんプラザ・ センタ ープラザ（ 1970～）

神戸国際会館（ 1956~ ）

神戸新聞会館

(瀧道駅)

阪神電車

大阪～三ノ 宮間開通（ 1905～）

～瀧道延伸（ 1912～）

地下化＋阪神ビル(1933~ )

ポート ライナー（ 1981～）

市営地下鉄西神・ 山手線（ 1985～）

0m 300m100m

阪急電車の三宮延伸と

阪急会館建設（ 1937年）

三宮交差点・ 税関線（ 1968年）

さ んプラ ザ建設前の中央幹線

（ 1960年代）

かつての生田川 花と彫刻の道 フラワーロード

• 税関線の元は生田川であり、明治４年（1871）に付替え工事が実施された
• ポートピア’８１を契機に、「花と彫刻の道 フラワーロード」として歩行者空間を整備

あわせて「税関線沿道都市景観形成地域」を指定
• 多くの花・植栽・彫刻などの景観資源の配置、光のミュージアムの整備など、シンボル

ロードにふさわしい風格ある都市景観を形成
• 新神⼾駅〜三宮〜税関〜ウォーターフロントエリアを結ぶ都⼼の⾻格を形成する都市軸で

あり、神⼾のメインストリートとして市⺠に親しまれている

旧生田川
4-34

神戸まつり の様子（ 1979年）
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都心・ 三宮の再整備では、 三宮及び周辺において、 南北に伸び

る3本の通り を「 都市軸」、 2箇所の交差点を 主要な「 回遊の拠

点」 と 位置づけ、 こ れまでモザイ ク 状の「 まち 」 で形成さ れ

た都心の市街地に中心軸を 形成し 、 人々の回遊を 促進し ます。

　 それぞれの都市軸・ 回遊の拠点の整備の考え方と 、 都心・

三宮の再整備がめざす都市構造のイ メ ージを 次に示し ます。

SCALE 1/5000

0m 300m100m

N

旧居留地

港湾地区

三宮町

元町

生田

三宮北

中央通り・
花時計線

磯上

三宮東

ハーバーランド

景観デザインコード
対象範囲

三宮交差点

❶三宮クロススクエア

国際会館前交差点

❽
税
関
線（

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
）

京
町
筋

鯉
川
筋

13

10

9

21

5

7
6

4

2

3

16

18

17

20

19

12

11

14
15

「 えき≈ まち空間」

回遊の拠点

駅

主要プロジェクト
※次の頁に記載

都市軸

モザイク状に

連なる「 まち」

都心・ 三宮の再整備がめざす
都心のイメ ージ

1

都
心
三
宮
及
び

周
辺
の
都
市
構
造

都市軸1： 　

税関線

（ フラワーロード ）

 ・  山と 海を つなぎ、 神戸の顔と なる

シン ボルロ ード

 ・  花と 緑で彩ら れた「 フ ラ ワーロ ー

ド 」 の愛称に相応し い空間

都市軸2：

京町筋

 ・  旧居留地の中央を 南北に貫通する

歴史的なメ イ ンスト リ ート

 ・  重厚な沿道建物が建ち 並ぶ風格あ

る まちなみ

都市軸3：

鯉川筋

 ・  元町と メ リ ケンパーク をつなぐ メ

イ ン スト リ ート

 ・  近代初期の通り 型市街地（ 元町商店

街／南京町／栄町／乙仲通り ）と 旧居

留地が出会い、 東西に走る 通り の

個性を受け止める 空間型の都市軸

回遊の拠点：

三宮交差点

 ・  神戸の玄関口 “三宮 ”を 印象づけ

る 神戸の「 顔」 にふさ わし い象徴

と なる交差点

回遊の拠点：

国際会館前交差点

 ・ 三宮ク ロ ススク エアの南端であり 、

ウォ ータ ーフ ロン ト や三宮中央通

り への動線の中継点と なる 、 三宮

交差点に次いで特に重要な交差点
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主な歩行者動線

主な緑地

回遊の拠点

セ
ン

タ
ー

街

市役所

旧居留地

磯上エリ ア

「 えき ≈ まち空間」

JR 三ノ 宮駅

三
宮

ク
ロ

ス
ス

ク
エ

ア

磯上公園

東遊園地

みなと のも り

公園

「 えき ≈まち空間」 及び税関線の

空間構成の考え方

神戸の玄関口と なる 「 えき ≈ まち空間」 及び都

心の背骨と なる 税関線は、 公共空間と 沿道建築

物が一体的な都市空間を形成し 、 長期的な都心

のプロ ジェ ク ト を つないでいく 役割を 担います。

また、 主要な交差点部では、 回遊の拠点*を 創

出する こ と によ り 、 三宮駅から ウォ ータ ーフ ロ

ン ト への南北の人の流れに加え、 周辺のまち へ

の回遊も 促し ます。

＊回遊の拠点

回遊の拠点は、 都市のエント

ラ ンスや異なる「 まち」 が出

会う 場所に、 滞留と 人の流れ

を促す役割を担います。

「 えき≈ まち空間」 及び税関線

の回遊の拠点においては、 交

差点周辺の建築物等と 一体と

なっ た空間創出、 花や照明な

どのフ ァ ーニチャ ーや、 舗装

の統一感による演出、 人のた

まり 空間の創出、 税関線から

周辺のまちへの回遊の仕掛け

づく り を行います。
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都
心
に
お
け
る

主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

* 各プロ ジェ ク ト の箇所についてはP1-08を 参照

1  三宮ク ロ ススク エア  三宮駅前に生み出す「 人

と 公共交通優先の空間」。

都心・ 三宮の再整備の核

と なる 事業で段階的に整

備予定。

2  神戸三宮阪急ビル  最上階に展望フ ロ アを有

する 高さ 120m の駅ビ ル。

神戸の新たなラ ン ド マー

ク と し て2021年完成。

3  サンキタ 通り  三宮北西エリ アのにぎわ

い創出に向け、 歩行者中

心の空間と し て 再整備。

公共空間と 沿道建築物が

一体と なっ た魅力的な空

間へ。

4  さ んきたアモーレ広場  待ち 合わせ場所と し て親

し まれてき た駅前広場を 、

コ ン ペで決定し たデザイ

ンに基づき 再整備。

5  新たな中・ 長距離バス

 タ ーミ ナル

 西日本最大級と なる中・

長距離バス タ ーミ ナル。

ホールや図書館、 ホテル、

オフ ィ スなどを あわせた

複合ビ ルと し て整備予定。

6  JR新駅ビ ル及び

 JR三ノ 宮駅南側

 駅前広場の再整備

 乗換動線を改善する上で

の要の場所で ある JR三

ノ 宮駅前において、JR新

駅ビ ルの開発や、 それに

伴う 駅前広場の再編など

を実施予定。

7  三宮駅周辺歩行者デッ キ コ ン ペで決定し た新たな

神戸の玄関口にふさ わし

い上質で洗練さ れた空間

を つな ぐ 歩行者デッ キ。

木材を豊富に用いた三角

格子の屋根は、 自然の木

漏れ日を 連想さ せる 温か

みのある デザイ ン 。

8  税関線の再整備  本庁舎2号館や東遊園地

の再整備の進捗に合わせ

て、 歩道の拡幅や、 自転

車走行空間を 整備予定。

9  神戸市役所本庁舎

 2号館の再整備

 三宮駅と 周辺エリ アの回

遊性を向上さ せるため、庁

舎機能に加え、にぎわい機

能を 持たせた官民連携の

複合施設と し て再整備。

10 中央区役所・ 中央区

 文化セン タ ー

 中央区役所及び 勤労会

館・ 生田文化会館・ 葺合

文化セン タ ーの機能の一

部を 移転。 誰も が利用し

やすく 、 にぎわいを 生み

出す施設と し て整備。
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11 東遊園地の再整備  都心の活性化や回遊性向

上の拠点と し て再整備を

行い、 さ ら なる にぎわい

を創出。Park－PFI制度

の導入やこ ども のための

図書館の設置等を予定。

12  税関前歩道橋  三宮周辺地区と ウォ ータ

ーフ ロ ント 間の回遊性向

上に向け「 渡り たく なる

歩道橋」 にリ ニュ ーアル。

13  磯上公園の再整備  新し い体育館の整備を は

じ め、 都心の貴重なオー

プン スペースと し て園地

の一部の再整備を実施予

定。

14  葺合南54号線  車中心から 人中心の空間

に生まれ変わっ た道路。

様々なタ イ プのベン チや

美し い花壇が特徴的。

15  三宮プラ ッ ツ  京町筋の玄関口と し てゲ

ート 性を 担う 広場空間。

シン ボリ ッ ク な外形のミ

ラ ールーフ 、 憩いの空間

と し ての階段ベン チ、 夜

間景観を 彩る 照明が特

徴的。

16  KOBEパーク レ ッ ト  道路の一部に設置し たウ

ッ ド デッ キの休憩施設。

読書や食事など使い方は

自由。

17  鯉川筋  個性の異なる 「 まち 」 が

出会う 空間型の都市軸と

し て、 歩行者空間の拡充

を 段階的に行う 。

18  元町駅まち なか拠点  JR元町駅東口で 整備し

た待ち合わせスポッ ト 。

コ ン ペで決定し た階段状

のベンチが特徴的。

19  新港突堤西地区の

 再開発

 かつての荷役中心地と し

て「 みなと 神戸」 の発展

を 支えたエリ アで複合再

開発が進行中。 回遊性を

高める デッ キや、 開放感

のある 歩行空間を 整備予

定。

20 ポート タ ワーの

 リ ニュ ーアル

 令和3年10月から リ ニュ

ーアル工事に着手。  
屋上展望歩廊や、 低層部

4階には屋外テ ラ スを 新

設する。開業60周年と な

る 令和5年夏頃完成予定。

21 連節バス  都市の魅力・ 回遊性を高め

る 新たな公共交通システ

ム検討の一環と し て運行。
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道
路
空
間
を
活
用
し
た

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

都心 ·三宮の再整備において、 居心地の良い歩き たく なるまちづく り に向け、

道路空間を 活用し た様々な取り 組みを 進めています。 以下では、 前項で示

し た都心における 主要なプロ ジェ ク ト のう ち 、 整備が完了し 運用を 開始し

ている事例について紹介し ます。

▲ 整備前

▲ 整備前

▲ 整備後

▲ 整備後

葺合南54号線  ・  駅から ウォ ータ ーフ ロ ン ト エリ アへ誘う

みちと し て重要な役割を担う 葺合南54号

線。２ 車線と 停車帯で構成さ れていた道路

を1車線にし 、 新たに生み出し た道路空間

を 人優先の空間に再配分する こ と で、 安

全で快適な歩行者空間を創出。

 ・  新たに生まれた空間には、 配置に工夫を

凝ら し たさ まざまな種類のベン チや景観

に潤いを 与える 植栽を 設置。

 ・  整備後は多く の方々に居心地の良い空間

と し て利用し ていただいており 、 沿道に

はカ フ ェ が新たに入る など、 さ ら なるに

ぎわいが生まれている 。

三宮プラ ッ ツ  ・  三宮中央通り の地下通路と 地上と を 結ぶ

半地下の屋外広場を都心の新たな魅力ス

ポッ ト と なる よ う にリ ニュ ーアル。

 ・  ミ ラールーフの下面を鏡面仕上げにするこ

と で地下に埋没し た広場での活動を 映し

出し 、 にぎわいを地上に拡散。 また、 こ の

シンボリ ッ ク な外形は、南北の都市軸であ

る京町筋の玄関口と し てゲート 性を 演出。

 ・  「 毎日何かが行われている」 空間を目指し 、

都市再生特別措置法によ る 道路占用の緩

和制度を 活用し た民間事業者によ る 運営

を 実施（ R2.4～）。

 ・  音楽イ ベント 、 ラ ンチの販売などのイ ベ

ン ト を 行っ ている 。

12

1

1 

は
じ
め
に 

｜ 

都
心
・
三
宮
の
再
整
備



KOBE
パーク レ ッ ト

 ・  三宮と 元町を 結ぶ三宮中央通り では、 車

道の停車帯を 活用し た歩行者のための休

憩施設を3か所設置し 、 車のための空間

から 人のための空間へ。

 ・  家族連れ向けのテーブルやオフ ィ スワー

カ ー向けのカ ウンタ ー等、 それぞれの場

所の特性にあわせたデザイ ン 。

 ・  日常管理を 行う 地元団体 (民 )、 デザイ ン

監修を 行う 大学 (学 )、 製作及び設置者と

し ての行政 (官 )の民学官の連携体制によ

り 実現。 また、 壁面広告によ る 協賛金を

まち づく り 活動に充てる 持続可能なスキ

ームを運用。

 ・  以上のよう な、 デザイン性と 取り 組みが評

価さ れ、2018年にグッ ド デザイン賞を受賞。

鯉川筋  ・  元町駅から ウォ ータ ーフ ロン ト への移動

の「 要」 と なる 鯉川筋。

 ・  鯉川筋西側に複数本走る 東西通り を旧居

留地の街区が受け止める よう な構造であ

り 、 それぞれの通り の個性を 受け止める

広場のよ う な空間に再整備。

 ・  「 人々が集い、 憩い、 また、 行き 来し やす

い空間」 を 目指し 、 鯉川筋にかかわり の

深いまち づく り 団体などと 神戸市が中心

と なっ た実行委員会によ り 具体的な整備

デザイ ン を 検討。 交通社会実験を 経て歩

行者空間の拡充を段階的に実施。

▲ 整備前

▲ 整備前

▲ 整備後

▲ 整備後
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 「
え
き

≈

ま
ち
空
間
」
に
お
け
る

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み

「 三宮ク ロススク エア」 を核と する「 えき ≈まち 空間」 を 、

多く の人々が訪れたく なる 魅力的な空間と する には、 ハ

ード 整備だけでなく ソ フ ト 施策が重要であり 、 特に民間

事業者や行政等の多様な関係者の協働により 、 公共空間

の利活用 ･ 管理運営を 行う 、 エリ アマネジメ ン ト の実現

に向けて取り 組むこ と が必要です。

平成30年度より 、三宮駅周辺のまちづく り 協議会や地

権者を 中心と し た企業の方々と 勉強会やワーク ショ ッ プ

等を実施し てき ており 、 現在は、 三宮駅周辺の3か所にお

いて、 それぞれ実行委員会を 立ち 上げ、 よ り 実践的な取

り 組みを 行っ ています。 その中で、 市民や関係者の方々

と 、 居心地の良い空間を共有するこ と で、「 三宮ク ロスス

ク エア」 の実現に向けた機運の醸成を 図り ながら 、 民間

主導で公共空間を 利活用・ 管理運営する仕組みの検討や、

実際に公共空間を 利活用する 人材の発掘等を 行う こ と で、

エリ アマネジメ ン ト 体制の具体化を 進める と 共に、 ハー

ド 整備の計画にも 反映し ていく 予定です。

今後、 引き 続き 官民が一体と なっ て行う 公共空間と 沿

道建築物の整備にあわせて、 エリ アマネジメ ン ト 活動に

より 、 生み出さ れた空間ににぎわいを も たら すと と も に、

維持管理も 行っ ていく こ と で、 人が主役の居心地が良い

まち づく り を目指し ます。

▶  左： JR三ノ 宮駅前にぎわい創出

（ Street Table 三ノ 宮）

▶  右上： 三宮駅前にぎわいづく り プロジェ クト

（ サン ノ ミ ヤシティ ピク ニッ ク ）

▶  右下： サンキタ 通り ・ さ んきたアモーレ 広場

にぎわい創出

▶  ワーク ショ ッ プ・

勉強会のイ メ ージ

©Haru Urabe
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三宮クロススクエア

税関線の再整備

神戸三宮阪急ビ ル

サンキタ 通り

さんきたアモーレ広場

JR三ノ 宮新駅ビ ル開発

新たなバスタ ーミ ナルの整備

三宮駅周辺歩行者デッキ

本庁舎2号館再整備

中央区役所

・ 中央区文化センタ ー

東遊園地再整備

税関前歩道橋

磯上公園の再整備

「 えき まち空間」 における

エリアマネジメ ント の進め方

新港突堤西地区

（ 第1突堤基部） 再開発

新港突堤西地区

（ 第2突堤基部） 再開発

R2年度

2020年度

R3年度

2021年度

R4年度

2022年度

R5年度

2023年度

R6年度

2024年度

R7年度

2025年度

R8年度

2026年度

R9年度

2027年度

R10年度

2028年度

R11年度～

2029年度～ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

● 設計・ 工事（ 順次）

● 事業着手

● コ ンペ

● 設計

● 設計

● 設計

● 設計

● 事業化

手続き

設計

工事

工事

工事

権利調整

● 設計・ 工事（ 順次）
第1段階

供用開始

工事 開業（ 目標）

工事

周辺施設と 合わせて

随時供用開始

工事 Ⅰ期供用開始

工事 全面供用開始

順次操業開始

● 開業

● 設計・ 工事 供用開始（ 一部アーケード 下は令和3年度中）

● 設計・ 工事 供用開始

● 設計・ 工事

● エリ アマネジメ ント 勉強会

の実施

エリ アマネジメ ント 協議会の設置 中間支援組織準備会の設置

●  

基本計画策定

北側

新体育館

南側

公園

供用開始

一部供用開始

供用開始

供用開始課題整理

● 事業者

選定・ 契約

● 工事

● 工事 全面供用開始

再開発

事業者選定

設計・ 施工

事業者選定

設計 工事 供用開始

中間支援組織

の設置
実行委員会形式による、 先行エリ アにおけるエリ アマネジメ ント の本格実施・ 機運醸成

設計・ 工事
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2  景観形成方針





海や山、 空への広がり  

・ 海や山、 空への見通し 景観に配慮し た

まちなみづく り  

・ 高層部のセッ ト バッ ク による圧迫感の

軽減や空間的な広がり の確保

連続性や一体感のある洗練さ れたまちなみ 

・ 遠景、中景、近景に配慮し た建築物のデザイ ン 

・ 壁面位置や軒線の誘導等による一体感のある

まちなみづく り

官民一体と なっ たにぎわい

・ 沿道建築物がまちにひら き 、

　 公共空間と 一体と なっ た

　 にぎわいの創出

人が主役と なる居心地の良い空間 

・ 人が主役と し て、人が活動する様子

　 や花・ 緑を引き 立たせるモダンで

　 シンプルなデザイ ン

街角の顔づく り  

・ 神戸の顔を印象付ける正面

性のある軽やかで空間の広

がり を感じ ら れるコ ーナー

デザイ ン

街角に向けて正面性を も たせる

周辺への回遊を 促す

エン ト ラ ン ス・ 通路視認性の確保

高層部
壁面後退

中層部

低層部

景
観
形
成
方
針

景観形成方針と は、 今後、 官民が連携し ながら 公共空間と 建築物が一体と

なっ た魅力的な景観を 創出するために、 実現すべき 将来像の共有を 図る こ

と を 目的と し たも のであり 、 5つの柱と 12の方針により 構成し ます。

柱1 公共空間と 「 まち」 のつながり

 方針1： 都心の回遊性の向上

 方針2：「 まち」 の特性を ふまえた空間構成

 方針3： 官民一体と なっ たにぎわい

柱2 開放感と ゆと り を感じ る空間

 方針4： 人が主役と なる居心地良い空間

 方針5： 海や山・ 空への広がり

柱3 高質で穏やかなデザイ ン

 方針6： 高質で穏やかな設え

 方針7： にぎわいのある上品な夜間景観

 方針8： 地区や通り の特性を ふまえた広告物

柱4 新し い神戸の玄関口

 方針9： 三宮交差点の顔づく り

 方針10： 神戸を 象徴する 空間

柱5 「 海」と「 山」を つなぐ

シンボルロード

 方針11：「 海」 と 「 山」 を つなぐ

 方針12： 統一感があり ながら 変化を 演出
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柱1 　 公共空間と「 まち 」のつながり

「 三宮ク ロススク エア」 を はじ めと する 公共空間は、「 えき 」 から の人

の流れを 受け止めて、 周辺の「 まち」 につなげる重要な役割を 担います。

そのため、 公共空間と 沿道建築物が相互ににぎわいを呼び込むと と も に、

背後の特色ある「 まち」 へ向けて、 にぎわいが拡がるよう に取り 組みます。

方針1：

都心の回遊性の向上

 ・  通り に開いた開放感のある エン ト ラ ン スを設ける 等、

歩いて楽し い空間を 創出し ます。

 ・  「 えき 」 から 「 まち」、「 まち」 から 「 まち」 へのつな

がり を 意識し 、 わかり やすい縦動線や見通し を 確保

する等、 人の流れを 促す動線計画によ り 、 都心の回

遊性を 高める空間を 創出し ます。

方針2：

「 まち 」 の特性を

ふまえた空間構成

 ・  歴史と 用途の違いから く る 「 まち」 の多彩な特性を

踏まえた、 壁面や低層部のデザイ ン 、 植栽の設置や

舗装のデザイ ン 等によ り 「 まち 」 の個性を引き 立て

るこ と で、「 まち」 のにぎわいに拡がり を持たせます。

方針3：

官民一体と なっ た

にぎわい

 ・  低層部には大き な開口部やピ ロ ティ 等のオープン ス

ペースを 設ける 等によ り 、 通り に向けて、 にぎわい

や空間の広がり を 創出し ます。

 ・  官民の中間領域における舗装や外構は、 道路境界線

を 意識さ せない連続性のある デザイ ン と する 等、 一

体感のある 空間を 創出し ます。

 ・  にぎわいの原動力と なる用途の施設配置や、 エリ ア

マネジメ ン ト と 連携し た人々のアク ティ ビティ を 誘

導する 等、 公共空間と 沿道建築物のにぎわいが相互

に呼応する 空間を 創出し ます。

5
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柱2 　 開放感とゆとりを感じる空間 柱3 　 高質で穏やかなデザイン

訪れる人々が心地良さ を感じ るためには、 海や山、 空への広がり などの開

放感や、 空間的なゆと り を体感でき るこ と が重要な要素です。 そのため、

海や山、 空への広がり を感じ るまちなみを形成し 、 豊かな自然と 都市の活

力が共存する、 神戸ら し さ を感じ るこ と のできる空間形成に取り 組みます。

昼夜を通し て訪れる人々の心に残る魅力的な空間と するために、 公共空間

や建築物、 夜間景観、 屋外広告物は、 それぞれの「 まち」 の特徴をふまえ

つつ、 神戸ら し さ が感じ ら れる高質で穏やかなデザインと し ます。

方針4：

人が主役と なる

居心地良い空間

 ・  居心地良く 感じ る適度な広がり と 囲いのバラ ンスを

考えたデザイ ン と し ます。

 ・  緑化等によ り 、 都心の中の自然やう る おいが感じ ら

れる 空間を 確保し ます。

 ・  様々なアク ティ ビティ を 意識し たデザイ ン と する こ

と で、 人が滞留し 、 主役と なる 空間を 創出し ます。

方針5：

海や山、 空への広がり

 ・  高層部における壁面のセッ ト バッ ク や軽やかなデザイ

ン等により 、圧迫感を感じ さ せない空間を創出し ます。

 ・  軒線の高さ や壁面位置の誘導、及び頂部デザインの工

夫等により 、開放感や統一感のある空間を創出し ます。

 ・  樹木等をバラ ン スよ く 配置する 等、 都心の中の緑と

自然の風景が調和する 空間を 創出し ます。

方針6：

高質で穏やかな設え

 ・  建築物は、 軽やかで細やかなデザイ ンや、 素材感を

活かし た仕上げ、 親し みやすい色彩と する こ と で上

質で穏やかなまちなみを 創出し ます。

 ・  公共空間は、 周囲のまち なみや自然環境を 引き 立た

せる デザイ ン や素材と し 、 一体感のある 空間を創出

し ます。

方針7：

にぎわいのある

上品な夜間景観

 ・  通り に漏れ出る 明かり を 意識し た照明と する こ と で、

建築物から 通り へのにぎわいの連続性を 演出し ます。

 ・  建築物のデザイ ンを 活かす照明や、 軒線のラ イ ト ア

ッ プによる スカ イ ラ イ ン の形成等により 、 印象的で

メ リ ハリ のある 夜間景観を創出し ます。

 ・  通り の連続性を 意識し た温かみのある照明、 植栽の

ラ イ ト アッ プ等、 上品な夜間景観を 演出し ます。

方針8：

地区や通り の特性を

ふまえた広告物

 ・  「 まち」 の特性に合わせた形態やデザイ ンと するこ と

で、「 まち 」 が持つ魅力を 高めます。

 ・  公共空間や建築物と のデザイ ン の調和によ り 、 空間

の一体感と 低層部のにぎわいを 演出し ます。

道路境界線

最高 45m( ゾーン④は 60m)

中
層

部
高

層
部

低
層

部
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柱5 　「 海」と「 山」を つなぐ シンボルロード柱4 　 新し い神戸の玄関口

税関線は新神戸から ウォータ ーフ ロント をつなぐ 都市軸と し て、「 海」 と

「 山」、「 えき 」 と 「 まち」 のつながり を意識し 、 人の流れを促す空間を創

出し ます。 そのため、 沿道の施設と 連携し ながら 、 新たなシンボルロー

ド と なるよう な景観形成に取り 組みます。

「 えき≈まち空間」 は、 それぞれの「 まち」 に繋がる玄関口であり 、 神戸

“ 三宮” を印象づける新し い顔と なり ます。 そのため、 公共空間と 沿道建

築物と が、 互いに向き合い一体感を持っ た空間と し 、 神戸を象徴するよう

な景観形成に取り 組みます。

方針11：

「 海」 と 「 山」 をつなぐ

 ・  都心から 望む六甲山の山並み等の良好な眺望を 意識

し 、 開放感と 統一感のある 空間を創出し ます。

 ・  「 自然を 感じ る草花植栽」 と 「 花によ る アート 空間」

を 組み合わせる こ と で、 フ ラ ワーロ ード の愛称にふ

さ わし い彩り を あたえます。

 ・  まちなみやにぎわいの連続性を確保し 、「 海」 と「 山」

のつながり を演出する こ と で、 回遊性の向上を 図り

ます。

方針12：

統一感があり ながら

変化を演出

 ・  周辺のまち なみや自然環境を 引き 立たせる建築物等

や舗装、 植栽のデザイ ン等によ り 、 統一感のある ま

ち なみを 形成する よ う 誘導し ます。

 ・  統一感があり ながら 、 場所ごと に公共空間での様々

なアク ティ ビティ や彩り のある 花等が楽し める よ う

な変化を 演出し ます。

方針9：

三宮交差点の顔づく り

 ・  三宮交差点を 形成する 建築物は、 神戸の顔を印象付

ける 軽やかで空間の拡がり が感じ ら れる 、 正面性の

ある コ ーナーデザイ ン と し ます。

 ・  三宮交差点に向けてエン ト ラ ン スや見通し を確保す

る 等、 にぎわいが相互に呼応する 神戸を 象徴する 街

角を 形成し ます。

 ・  公共空間は、 建物コ ーナー部の空間と の連続性、 向

かい合う 建物どう し の見通し を 遮ら ないデザイ ン と

する 等、 神戸の中心にふさ わし い空間を 創出し ます。

方針10：

神戸を 象徴する 空間

 ・  神戸の玄関口と し て上質で洗練さ れたデザインと 、に

ぎわいやゆと り を 感じ る 空間と するこ と で、 新し い

神戸への驚き と 心地良さ を感じ る こ と ができ る 象徴

的な空間を 創出し ます。

0 4

2

2 

景
観
形
成
方
針 

｜ 

5
つ
の
柱
と
12
の
方
針



3  公共空間の

　 デザイン





概
要

本章では対象範囲における 公共空間のデザイ ン の考え方と、 第1段階を 基本と し た三宮ク ロス

スク エアの整備・ 税関線の再整備におけるデザイ ンイ メ ージ（ ガイ ド ラ イ ン） を 示し ます。

民間建築物等はイメージであり、今後変更となる場合があります。 01
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・  公共空間のデザイ ンコ ード は、 三宮北交差点～税関前交

差点区間を対象と し ます。

・  対象範囲の計画平面図（ 第1段階） を右に示し ます。

・  それぞれのエリ アの詳細なイ メ ージは図に示すページに

て示し ます。

・  本章で示すのは現時点での計画イ メ ージであり 、 実際の

整備内容やデザイ ン は変更の可能性があり ます。

・  整備を進めるう えでは、 ユニバーサルデザイ ンを 基本と

し た空間と し ます。

三宮ク ロススク エア―三宮交差点

全
体
平
面
図

三宮ク ロススク エア―東エリ ア三宮ク ロススク エア―北エリ ア
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N税関線―磯上側

三宮クロススクエア―国際会館前交差点 税関線―神⼾市役所前 税関線―神⼾市役所前 0m 20m 40m 60m 100mSCALE 1/2600

三宮クロススクエア―南エリア
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 基本事項

•  三宮ク ロ ススク エアは訪れる人を 迎える神戸の玄関口に相応し い上質で

洗練さ れたデザイ ンと し 、 三宮ク ロ ススク エアと 税関線と が一体と なり

神戸のシンボルロ ード に相応し いデザイ ン と し ます。

 形態

•  洗練さ れた雰囲気を形成するにふさ

わし い、 装飾を 控えたモダンでシン

プルな形態を 基本と し 、 沿道建築物

と の調整を図り ます。

 色味

•  「 人が主役」 と し て、 街行く 人々が映えるよう 、 公共空間は無彩色を中心

と し た低彩度の色味で構成し ます。

•  海や山の自然と 調和し た景観を 形成するため、 アク セン ト カ ラ ーの使用

はでき る だけ限定し 、 落ち 着いた色彩と し ます。

 素材・ 仕上げ

•  木材・ 石などの自然素材や、 鋳鉄や

アルミ 鋳物など仕上がり の美し い高

質で穏やかな設えに寄与する素材を

場所の特性に応じ て用います。

•  打放コ ン ク リ ート 等の単調で人工的

な素材を 使用する 場合は、 無機質な

印象を 与える 空間と なら ないよ う ボ

リ ュ ームを極力抑える ほか、 手前に

彩り ある 植栽を 配置する などの工夫

を施し ます。

▲ 要素間の関係

 要素間の関係

•  魅力的な都市景観の条件と し て、 公共空間を 構成する 要素に統一感と 秩

序がある こ と と 、 変化に富んだ要素が街行く 人々を楽し ませる こ と の両

立が必要である と いえます。

•  し たがっ て、 公共空間を 構成する 要素を 景観の中で目立たせる も の、 目

立たせないも のに分け、 優先順位を 下図のよ う に設定し た上で各要素の

デザイ ン を 検討し ます。

•  本計画範囲においては、 特に「 人が主役」 と し て人々の服装やアク ティ

ビ ティ などの様子、 加えて神戸を 象徴する空間と し て花や緑を 最も 引き

立たせる こ と を 原則と し 、 各要素のデザイ ン を 検討し ます。

目立たせる

スト リ ート ファ ニチャー

舗装

地上工作物

モニュメ ント

目立たせない

人々の服装やアク ティビ ティ 、花や緑を最も 引き立たせる

・  歩行者デッキ

・  車道照明（ シンボル）

・  歩道照明

・  ベンチ

・  安全施設

・  車道照明（ 黒子）

・  地下出入口上屋

・  給排気塔

・  バスシェルター

・  主要部舗装

・  滞留空間舗装

デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方

デ
ザ
イ
ン
ス
キ
ー
ム

▲ 先行整備事例「 サンキタ 通り 」

▲ 素材のイ メ ージ
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▼ 例： 三宮ク ロススク エア車道照明のデザイ ンイ メ ージ

 舗装

・  色味は人の活動や花や緑が映えるよう 無彩色を基調と し ます。

三宮クロススクエア ・  上質で洗練さ れた空間と し て、神戸の玄関口にふさ

わし い特別感を演出するため、自然石舗装と し ます。

 ・  税関線の道路縦断方向に縦目地を 通し て空間に緩

やかな方向性を与えつつも 、大判の石材を使用する

こ と でゆっ たり と し た落ち 着いた趣を 演出し ます。

税関線 ・  税関線の道路縦断方向に縦目地を通し 、空間に緩や

かな方向性を 与えつつ、 生田川の記憶を 継承する

「 流れ」 のイ メ ージを表現し 、 軸性を演出し ます。

 ・  水の流れと きら めきをイメ ージし た細長い材（ ベー

ス材） と 白く 短い材（ アク セント 材） を 組み合わせ、

自然と 歩き たく なる 心地よ い流れを 演出し ます。

 ストリート ファニチャー

・  照明やベン チ、 ボラ ード は、 素材や色味、 プロポーショ ン 等互いにデザ

イ ン に共通性を も たせ、 統一感のある景観を 演出し ます。  
・  信号や標識などは、車道照明に極力共架さ せるこ と で、景観の向上を図る

と と も に、 車道照明にはバナーを 取り 付けら れる よ う にする こ と で、 に

ぎわいの形成や情報発信に寄与し ます。

 地上工作物

・  地下街 /地下駐車場の出入口・ 給排気塔、 バスシェ ルタ ーなどの地上工作

物は、 それ単体で主張せず、 周辺の木立や街路景観の中に溶け込み、 馴

染むデザイ ン と し ます。

地下出入口上屋

・ 給排気塔

 ・   歩行者の視線・ 動線を 極力妨げない配置・ 形態と

し ます。

 ・ 地覆の周辺は植栽帯を 配置し 、 構造物の印象を 和

ら げます。

 ・  街路全体の統一感を 演出する と と も に、 各エリ ア

周辺状況に合わせたデザイ ン と し ます。

  ▶  植栽の背景

と なる給排気塔

のデザイ ン

 

 モニュメント

・  モニュ メ ン ト の新設にあたっ ては、 それが高質で穏やかな都市景観の形

成に寄与する よ う 十分に検討を 行っ た上で行います。

・  道路上に位置するモニュ メ ント は、 効果的に人々の目にと まり 、 楽し み

を 与えるよ う な配置と し 、 滞留空間の居心地の良さ を 演出し ます。

250

1000

225

支柱（ 中段） : 鋳鉄

下段と 同仕上

波型テ ク スチャ ー
ブ ラ ケッ ト : 鋳鉄

支柱型にブ ラ ケッ ト 型

を 付加し て一体成型
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支柱（ 上段） : 鋳鉄

下段と 同仕上

波型テ ク スチャ ー

ベン チ : アルミ 鋳物

SUS フ レ ーク 入り

アク リ ルシリ コ ン 系焼付塗装

下部にフ ッ ト ラ イ ト 内臓

1000

1500

ベン チ平面図

支柱（ 下段） : 鋳鉄

亜鉛溶射後 SUS フ レ ーク 入り

アク リ ルシリ コ ン 系焼付塗装

縦リ ブテ ク スチャ ー

鋳鉄製点検口

ジョ イ ン ト 箇所は支柱内部

ボルト 固定（ 上段中段も 同様）

灯具平面図

灯具 : アルミ 鋳物

SUS フ レ ーク 入り

アク リ ルシリ コ ン 系焼付塗装

LED2.8w X24~ 36 灯 ( 想定 )

3000K

波型テ ク スチャ ー

詳細

S 1/200

S 1/175
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車道照明（ シン ボル） 歩道照明 歩道照明車道照明（ 補助） 車道照明（ 黒子）ボラ ード ベンチ
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灰御影石 二種 乱尺貼り
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ク
ロ

ス
ス

ク
エ

ア
税

関
線

＜
真

＞
主

要
部

＜
行

＞
準

主
要

部

＜
草

＞
そ

の
他

ベ
ー

ス
舗

装

＜
図

＞
休

息

＜
図

＞
イ

ベ
ン

ト

＜
図

＞
テ

ラ
ス

150

600

100 ベース材：  
ILB 三色 150 × 600
アク セン ト 材：

白御影石 150 ×100

▶  スト リ ート フ ァ ニチャ ー

連続立面図

▶  舗装イ メ ージ

三宮ク ロ ススク エア　 　 　 玄関口にふさ わし い上質で洗練さ れたデザイ ン 税関線　 　 　 シン ボルロ ード にふさ わし い高質なデザイ ン
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三宮ク ロススク エア   神戸の玄関口にふさ わし い特別

感を 演出する 大判の石材

  （ ゆっ たり と し た落ち着いた趣）

税関線  水の流れと き ら めき を イ メ ージ

し た細長い材と 白く 短い材と の

組み合わせ

  （ 自然と 歩きたく なる心地よい流れ）

  ※ 三宮北交差点から 布引交差点の

区間についても 、 舗装更新時に

は舗装材の色味・ 配置の考え方

を踏襲する。
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り
ど
み
と
花

一年を通じた季節の変化
SDGs的

一時的な空間の変化
SNS的

 都⼼・三宮の再整備では、神⼾が有する六甲⼭系の緑
など⾃然が⾝近にあるという神⼾の地勢上の特徴を生か
しながら、先進性のあるデザインや新しい技術等を取り
入れていくことで、都市の中で⾃然を感じられるよう神
⼾ならではの花と緑の魅⼒づくりを推進していきます。

花・緑の役割

都⼼における魅⼒的な景観づくりだけではなく、居⼼地
の良さや回遊性の向上、健康増進、環境共生への取り組
みにつながります。

・ 居⼼地の良い空間の創出
・ 訪れるたびに変化のある空間づくり
・ SDGsや環境共生など都市の持続可能な発展に資する

取り組み
・ 訪れたくなる、歩きたくなる空間の創出
・ 健康づくりやコミュニケーションの場の創出

「⾃然の景」の創出

Naturalistic Landscaping
（自然を感じる草花植栽の景）

 

Floral Installation
（花によるアート空間の演出）

  

兵庫県立淡路景観園芸学校／兵庫県立大学

緑環境景観マネジメ ント 研究科

〈時間の捉え⽅〉
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神⼾では、SDGs、環境共生などの考えを取り入れた新
たな花と緑の戦略である「Living Nature Kobe-⾃然
と共に暮らす都市・神⼾-」を立ち上げ、都市の中に花
と緑の高質な空間「⾃然の景」を創出することで、先取
性のある花のまちとしての神⼾ブランドを形成します。

⾃然を感じる草花植栽の景「Naturalistic Landscaping」
のコンセプトを「緑」の基盤としながら、イメージづく
りや集客などに貢献する花によるアート空間「F lora l 
Installation」をアクセントとして見せていきます。

最盛期の花の美しさを活かし、アート的に花
で飾られた空間を演出する手法

一年を通じて⾃然の変化やリズムを楽し
むことができる草花植栽の手法
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「 えき ≈まち空間」・ 税関線における展開

・「 フ ラ ワーロ ード 」 の愛称にふさ わし い高質な花の設えと し ます。

・「 Naturalist ic Landscaping」 と 「 Floral Installat ion」 の組み合わせによ り 、 花と 緑の演出を行います。

植栽手法

四季の変化を 感じ る

自然風植栽

環境と 共生する

技術による植栽

映える景を つく る

立体的な植栽

開花期だけではなく 、 あら ゆる 生育過程における植物の個性に目を向ける こ と で 、

一年を 通じ てその自然の変化やリ ズムが楽し める空間を 創出する 。

花の瞬間的な価値を生かし たアート 空間と し て、 一時的な空

間の変化を演出するこ と で、 新し い人の流れを 創出する 。
花で回遊の拠点（ 交差点部） の顔をつく る

Naturalist ic Landscaping

Floral Installat ion

三宮ク ロススク エア｜神戸の玄関口と し て華やかに彩る

磯上側歩道｜彫刻と 調和する よう 落ち着いた彩り を添える

庁舎前｜穏やかに、 上質に彩る 東遊園地前｜公園と 連動し 、 自然の変化を彩る

立体感のある 植栽表現

草丈の異なる 植栽を 組合せ、 立体的な

ガーデン デザイ ン を 表現する 。

植物の色合い・ 形状・ 素材感を 活かす

花や葉の異な る 色や形、 植物の葉・

茎・ 花・ 種の質感の組み合わせによ っ

て、 植物の立体的なリ ズムを 生み出す。

環境に合う 植物選び

地域の気候や土壌に合っ た場の環境を

理解し 、 必ず環境に適し た植物を 選ぶ。

自然環境を 再現する

造園技術によ り 植物が淘汰を繰り 返し 、

渾然一体と 育つ環境を つく り だす。

宿根草と 一年草の風景調和

宿根草と一年草を組合せ、植栽が周囲の自

然やまちなみと 一体と なる風景をつく る。

季節を 通じ た植物の変化

生長サイク ルの異なる植物を組合せ、そ

れぞれの開花や結実までの生長の違い

を 見せる 。
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都心・ 三宮の再整備における 花と 緑の展開

都心・ 三宮の再整備における 「 Living Nature Kobe」 は、 東遊園地を

旗艦サイ ト と し て中核に位置付け、「 えき ≈まち 空間」 や税関線、 磯上公

園等において取り 組みを 進めていき ます。

花と 緑の軸

花と 緑の拠点

三宮交差点

三宮北交差点駅前広場

国際会館前交差点

三宮駅周辺デッ キ上

三宮ク ロススク エア東側

東遊園地内

神戸市役所南交差点

みなと のも り 公園

磯上公園

新港突堤西地区

花時計・ こ ども 本の森周辺
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 基本事項

•  上品で居心地の良い空間を 演出する 夜間照明の具体化の

ために、「 まちのあかり ガイ ド ラ イ ン」 にて示す光の７ つ

の原則に従っ て照明を 配置・ デザイ ン し ます。

•  照明の種類に関わら ず、 温かみがあり 賑わいの感じ ら れ

る電球色（ 色温度3000K程度） での統一を 基本と し ます。

•   夜間照明は安全で快適な夜間の屋外環境に欠かせません

が、 過度な照明は上品さ を 損ないます。 路面を 照ら す車

道照明・ 歩道照明・ フ ッ ト ラ イ ト は歩行者や車両の通行

に必要な路面照度等を はじ め、 明る さ を効率よ く 確保す

るよ う 、 照明の選択やピ ッ チの設定を 行います。

　 車道照明

•  三宮ク ロ ススク エアは神戸を 象徴する 上質で洗練さ れた

空間を 演出する ため、 シン ボル性のある車道照明を 使用

し ます。 車道照明の柱自体が光を 反射する こ と で、 光の

柱が連続する リ ズミ カ ルでシンボリ ッ ク な夜間景観を 演

出し ます。

•  税関線は落ち 着いた夜間景観を演出するため、 車道照明

は照明器具を 主張せず景観に溶け込むも のと し ます。

　 歩道照明

•  歩道照明は時間や季節によ る 様々な演出や、「 花」、「 緑」、

「 彫刻」 のラ イ ト アッ プ等による「 光のミ ュ ージアム」 と

し て、 上品な夜間景観を 演出し ます。

1 鉛直面の輝度を重視する   少ないエネルギーで街に明る さ 感を 与える

2 グレ アフ リ ー   目に優し い景色を つく る

3 最適な色温度  安ら ぎと 緊張感を 演出する

4 高い演色性  人や緑を 美し く みせる

5 快適な陰影  リ ズミ カ ルな明る さ を 分布さ せる

6 オペレ ーショ ン   刻々と 変化する夜景を 演出する  
7 適正照度  効率的に明る さ を 確保する

三宮ク ロ ススク エア・ 税関線では、 景観形成方針にある「 にぎわいある 上品な夜間景観の創出」 を 行います。 既往

の「 神戸市夜間景観形成実施計画（ 都心・ ウォ ータ ーフ ロント エリ ア）」 や「 まちのあかり のガイ ド ラ イ ン （ 税関線沿道

南地区）」 に基づいて上品な夜間景観を 形成する と と も に、 人が主役と し て映えるよ う 、 人のアク ティ ビ ティ を 照ら

し 、 楽し く 歩けるにぎわいある街路景観を 演出し ます。

▼ 照明の配置・ デザイ ンイ メ ージ

▼ 光の７ つの原則

夜
間
景
観
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▼ 照明の連続立面図

エリ ア毎の夜間景観の考え方

三宮ク ロ ススク エア  洗練さ れた照明や沿道建築物から 漏れ出

る 明かり によ り 、 通り へのにぎわいの連

続性を 演出する こ と で、 神戸の玄関口に

ふさ わし い上品な夜間景観を演出

 •  人々が集まり やすい駅前の広場空間を 照

明灯に加え、ベンチ等のフッ ト ライト 、植栽

帯や水景施設へのライト アッ プなど、様々

な照明を 組み合わせて照ら すこ と で、 に

ぎわいのある夜間景観を演出し ます。

  •  シンボル性の高い照明の連続により 印象的

な夜間景観を演出し ます。

税関線  フ ラ ワーロ ード のシン ボルである 「 花」

「 緑」「 彫刻」 を活かし 、 ラ イ ト アッ プなど

によ る「 光のミ ュ ージアム」 を テーマと

し た道路空間の創出およ び軸性の演出や

回遊性の向上

 •  ベン チのフ ッ ト ラ イ ト や地下出入口上屋

等の地上工作物を 利用し たラ イ ト アッ プ

によ り 道行く 人々の足元を さ り げなく 照

ら し 、 上品に彩り ます。

 ・  •  ウォ ータ ーフ ロ ン ト や海岸通り へのアプ

ローチを演出し ます。

S 1/1250

SCALE 1/ 300

三宮

ク ロススク エア

税関線
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三宮ク ロ ススク エア 税関線
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近年、「 こ れまでに経験し たこ と のないよう な」 異常高温が発

生し 続けており 、 屋外公共空間においても 、 異常高温対策の取

り 組みを 強化し てき まし た。 人が集中する 三宮都心部におい

ても 、 効果的な異常高温対策を 組合せ、 重点的に実施し ます。

▶  雨水貯留浸透基盤の

整備イ メ ージ

※東遊園地内で試験的に

実施し た後、

三宮ク ロススク エアや

税関線で実施を検討

図：（ 一社） グリ ーンイ ンフ ラ 総研

▶  緑陰空間のイ メ ージ

▲ ク ールスポッ ト のイ メ ージ

雨水貯留浸透基盤の整備

せせらぎの整備

税関線及び東遊園地内の屋外公共空間においても、異常高温対策の取り組みを行う。

※東遊園地内で試験的に実施した後、三宮クロススクエアや税関線での実施を検討する

街路樹の配置による緑陰の確保

異常高温対策

整備の考え方

4-40

異
常
高
温
対
策

モノ の温度を抑制する

（ 地表面の温度抑制）

 •  温度上昇を抑える舗装材の使用

   （ 色彩、 雨水貯留、 保水）

  •  木陰、 緑陰空間の増加

夏季に涼し さ を 感じ る

居心地の良い空間へ

（ 体感温度の抑制）

 •  ク ールスポッ ト の導入

   （ ミ スト 、 水盤、 せせら ぎ等）
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不測の災害に対し ても 対応可能な、 し なやかで強いまちを 目指し ます。

「 三宮駅周辺地域都市再生安全確保計画」 を 踏まえ 、 不測の災害時に来街

者等が混乱なく 安全・ 安心に過ごせる よ う に官民が連携し たハード ・ ソ フ

ト 両面での取り 組みを 進めます。 ハード 面では「 三宮ク ロススク エア」 を

はじ めと する屋外の公共空間や「 雲井通5丁目再開発ビル」 を はじ めと する

建築物の内部空間において 、 来街者等の安全を 確保する ための施設整備を

進めると と も に、 ソ フ ト 面においては、 共助によ る 帰宅困難者対策のため

の即時性のある情報連携の仕組みづく り 等を 進めます。

▼ 退避経路： 葺合南54号線

▶  デジタ ルサイ ネージ

▼ バスによる

帰宅困難者の輸送

防
災

一時退避場所 
 

 災害時に滞在者等がすぐ に退避でき る、 ある いは一時滞在施設

開設までの数時間を 安全に過ごすこ と ができ る広場やオープン

スペース等の退避空間の確保

一時滞在施設  公共空通機関の運行停止などによ り 徒歩で帰宅不能な帰宅困難

者を 最大3日程度収容する 安全・ 安心な空間を 創出

備蓄倉庫  一時滞在施設を はじ め、 地域内施設における 帰宅困難者向け備

蓄施設の確保

退避経路  災害時は救援活動等を 避けながら 一時退避場所や一時滞在施設

へ移動可能な退避経路と し ても 利用でき る 広い幅員のゆと り あ

る 歩行者空間の確保

その他の施設等  ・  発災直後、迅速・ 的確に災害情報や公共交通機関の運行状況、一

時退避場所・ 一時滞在施設の情報を 提供でき る 設備の確保（ ユ

ニバーサルデザイ ンの視点やイ ンバウンド 対応、 多言語対応を前提と

し た情報通信施設の整備）

  ・  新たな中・ 長距離バスタ ーミ ナルを帰宅困難者の代替輸送に活用
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新型コ ロ ナウイ ルス感染症の影響によ り 新たな

生活様式が推奨さ れる 中、 換気の良い屋外空間

の利活用の重要性がよ り 高まっ ています。 また、

広場をはじ めと する屋外空間では来訪者の数によ

る評価だけではなく 、三密を 避けた日常の使われ

方に対する価値観が高まり 、「 居心地の良さ 」 が

こ れまで以上に重視さ れています。

こ のよう な状況を 踏まえ、 都心・ 三宮の再整備

では、 まち づく り のマク ロ な視点と し て 、 道路

や広場空間と 沿道建築物が一体と なっ た風通し

の良い広く 豊かな屋外空間を 創出する と と も に、

それら を つなぐ ウォ ーカ ブルな空間の整備など

によ り 魅力的な屋外空間のネッ ト ワーク を 形成

し ます。

さ ら に、 屋外空間の整備にあたっ ては、 身体的

距離の確保や混雑度の可視化など、 新し い技術

や制度を 活用し た感染症対策を 行いながら 、 人

が主役の居心地の良い空間を 創出する こ と によ

り 「 感染症に強いまちづく り 」 を 目指し ます。

感
染
症
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

生田神社

東遊園地

磯上公園

みなとのもり 公園

JR市営
地下鉄

ポート ラ イ ナー

市営地下鉄

阪急

阪神

旧居留地
（ 歴史・ 文化）

三宮町

1・ 2・ 3丁目
（ 物販・ にぎわい）

ウォーターフロント
（ 観光・ 憩い）

磯上（ 商業・ 業務・ 居住）

二宮
（ 混在）

生田・ 北野坂
（ 商業・ 飲食）

「 えき≈ まち空間」
三宮クロススクエア

「 えき≈ まち空間」
三宮クロススクエア

N

KOBEパーク レ ッ ト

神戸市役所本町2号館の
市民利用空間

三宮ク ロ ススク エア南側

三宮ク ロ ススク エア東側

みなと のも り 公園

東遊園地（ 公園）

三宮プラ ッ ツ

サン キタ 通り

さ んき たアモーレ 広場

磯上公園
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 具体的な対策例

・  沿道建築物と 一体と なっ たゆと り のある屋外空間の整備

・  道路占用の許可基準の緩和制度を活用し た屋外空間の利活用の促進

・  ひと り でも 豊かに過ごすこ と のできる空間デザイ ン

・  フ レキシブルで様々な利活用が可能な空間の整備

・  開放的な自然を感じ る広場空間の確保

・  イベント 時等における情報発信・ 啓発（ 混雑度の可視化、 デジタ ルサイネージの活用）

・  非接触型設備（ 非接触型水洗）・ システム（ キャ ッ シュ レス決済） 等の設置・ 導入

 
 公共空間と 沿道建築物が一体と なっ たシ

ームレ スな設えにする と と も に、 道路占

用の許可基準の緩和制度を活用

 

 
  可動式フ ァ ニチャ ー等の設置が可能な、

様々な形態に対応できる空間の創出

 

 
 日常的にく つろげ、また多様なプログラム

やイ ベント に対応できる芝生広場の創出

 

 
 デジタ ルサイ ネージを 活用し た安全・ 安

心情報の発信（ JR三ノ 宮駅コ ンコ ース）
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 現況の課題

 駅前空間においては、 その立地性から 多く の歩

行者が行き 交い、 人が集まり やすい場所である

にも 関わら ず、 下記のよ う な課題があり ます。

 •  乗り 換え動線がわかり にく い

 •  駅から 周辺のまち へのつながり が弱い

 •  駅前広場の交通結節機能が弱い

 •  広場などの人のための空間が少ない

 •  玄関口にふさ わし い特色ある 景観がない　

  等

1 多く の歩行者が、 こ のL字の横断動線に極端に集中

2 狭い東西動線

3 動線的なつながり が弱く 、 やや孤立し た場所

4 道路による 北側と 南側の分断感

•   駅周辺の動線が分かり にく いため、 見渡す、案内板を見る、道

を 尋ねるなどの迷い行動が見ら れる。

•   歩行者空間が狭いため、他の歩行者、自転車と の交錯が見ら れる。

•   人のための広場空間が少ないため、 小休憩や荷物等の整理を

歩道上で行っ ている 。

周辺の課題

・広場など人のための空間が少ない
乗り換え動線がわかりにくい

・駅から周辺のまちへのつながりが弱い
・玄関口にふさわしい特色ある景観がない
・駅前広場の交通結節機能が弱い 等

・交差点近くで、経路選択時の迷い
・狭い場所でバス待ちなど
・休憩や景色を楽しむなどの行動が

ほとんど見られない

・迷い行動が多い
・狭い部分に多くの歩行者が集中
・遠回り感のある経路

神戸阪急

阪急神戸
三宮駅

JR三ノ 宮駅

交番

2

4

1
3

JR三ノ 宮駅

交番

神戸阪急

迷い

交錯

休憩

阪急神戸
三宮駅

歩行者追跡調査結果*（ 抜粋） 

*  三宮ク ロススク

エアのデザイ ン検

討にあたり 、 歩行

者の移動行動や歩

行途中の立ち止ま

り 行動等の観察調

査を実施し まし た。

（ 附録参照） 

▲ 歩行者の移動経路 ▲ 歩行途中の立ち止まり 行動（ 調査データ から 抜粋）

▲ 三宮交差点（ 北東から のぞむ）

N N
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 三宮の６ つの駅があたかも

 一つの大き な「 えき 」 と なるよう な空間

•  6つの駅（ JR 、 阪急、 阪神、 地下鉄西神・ 山手線、 地下鉄海岸線、 ポート ラ イナー） の

各駅の改札口から の乗換動線を 分かり やすく 、 移動し やすく すると と も に、 新

たなバスタ ーミ ナルや駅前広場を 整備する こ と で、 バス乗降場を 集約し 分かり

やすさ を 向上さ せます。

•  ６ つの駅があたかも 一つの大き な 「 えき 」 と なる こ と で、 移動経路沿いの店舗

やサービ ス施設等も にぎわいが生まれ、 神戸の玄関口にふさ わし い活動や交流

が生み出さ れる こ と が期待でき ます。

 「 えき 」 と 「 まち」 が行き 来し やすく 、

 より 便利で回遊性を 高める空間

•  「 えき 」 と 「 まち 」 と をつなぐ 役割と し て、「 えき まち空間」 の核と なる人と 公

共交通優先の空間「 三宮ク ロ ススク エア」 を創出し ます。

•  「 三宮ク ロススク エア」 は、 山と 海をつなぐ 南北軸（ フ ラ ワーロード ） と 、 三宮と

元町をつなぐ 中央幹線や鉄道と の結節点であり 、 こ の結節空間の整備によ っ て、

６ つの駅の分かり やすさ を 高める だけでなく 、「 えき 」 から 「 まち」 への、「 ま

ち 」 から 「 えき 」 への地上レ ベルのアク セスを 強化し ます。

 美し き 港町・ 神戸の玄関口にふさ わし い象徴と なる 空間

•  新たに整備さ れる駅前広場や新たなバスタ ーミ ナルは、神戸の玄関口と し て「 ま

ち 」 と の交通結節機能の役割を 果たし ます。

•  「 三宮ク ロススク エア」 と 三宮交差点を 囲む４ つの街区の民間開発が、 互いに向

き 合う デザイ ン と する こ と で、 神戸の玄関口にふさ わし い空間を創出し ます。

三宮ク ロススク エアの段階整備

「えき≈まち空間」の目標像（神⼾三宮「え

●三宮の６つの駅があたかも一つの大きな「えき」となるよう
・６つの駅（JR、阪急、阪神、地下鉄⻄神・⼭手線、地下鉄海岸線、ポートライナー）の各駅の改札口からの乗換動線を

分かりやすく、移動しやすくするとともに、新たなバスターミナルや駅前広場を整備することで、バス乗降場を集約し
分かりやすさを向上させます。

・６つの駅があたかも一つの大きな「えき」となることで、移動経路沿いの店舗やサービス施設等もにぎわいが生まれ、
神⼾の玄関口にふさわしい活動や交流が生み出されることが期待できます。

●「えき」と「まち」が行き来しやすく、より便利で回遊性を
・「えき」と「まち」とをつなぐ役割として、「えき≈まち空間」の核となる人と公共交通優先の空間「三宮クロススクエア」

を創出します。
・「三宮クロススクエア」は、⼭と海をつなぐ南北軸（フラワーロード）と、三宮と元町をつなぐ中央幹線や鉄道との結節点

であり、この結節空間の整備によって、６つの駅の分かりやすさを高めるだけでなく、「えき」から「まち」への、「まち」
から「えき」への地上レベルのアクセスを強化します。

●美しき港町・神⼾の⽞関⼝にふさわしい象徴となる空間
・新たに整備される駅前広場やバス乗降場は、神⼾の

玄関口として「まち」との交通結節機能の役割を
果たします。

・「三宮クロススクエア」と三宮交差点を囲む４つの
街区の⺠間開発が、互いに向き合うデザインとする
ことで、神⼾の玄関口にふさわしい空間を創出します。

フェーズⅠ フェーズⅡ 将来形

三宮クロススクエアの段階整備

・６つの駅があたかも一つの大きな「えき」となることで、移動経路沿いの店舗やサービス施設等もにぎわいが生まれ、
神⼾の玄関口にふさわしい活動や交流が生み出されることが期待できます。

●「えき」と「まち」が行き来しやすく、より便利で回遊性を高める空間
・「えき」と「まち」とをつなぐ役割として、「えき≈まち空間」の核となる人と公共交通優先の空間「三宮クロススクエア」

を創出します。
・「三宮クロススクエア」は、⼭と海をつなぐ南北軸（フラワーロード）と、三宮と元町をつなぐ中央幹線や鉄道との結節点

であり、この結節空間の整備によって、６つの駅の分かりやすさを高めるだけでなく、「えき」から「まち」への、「まち」
から「えき」への地上レベルのアクセスを強化します。

●美しき港町・神⼾の⽞関⼝にふさわしい象徴となる空間
・新たに整備される駅前広場やバス乗降場は、神⼾の

玄関口として「まち」との交通結節機能の役割を
果たします。

・「三宮クロススクエア」と三宮交差点を囲む４つの
街区の⺠間開発が、互いに向き合うデザインとする
ことで、神⼾の玄関口にふさわしい空間を創出します。

フェーズⅠ フェーズⅡ 将来形

三宮クロススクエアの段階整備

4-2

「 えき ≈まち空間」 の目標像　【 神戸三宮「 えき ≈まち 空間」 基本計画　 抜粋】
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 三宮クロススクエアの段階整備

 「三宮クロススクエア」の実現は段階的に進めていくこととしており、まずは、三宮交差
点の東側から整備を行います。

 

 第1段階
2029 年度目標

（JR 新駅ビル開業
と同時期）

 ・  第1段階では、車道を10 車線から 6 車線に減少し、人のための
豊かな屋外空間を創出します。広がった広場空間では、公共空
間と沿道建築物が一体となったにぎわいのある空間となります。
また、⾃転車走行空間を設け、⾃転車と歩行者が安全に共存で
きるようにします。

  ・  JR 三ノ宮新駅ビルにあわせて、乗り換え動線や駅とまちとの
つながりを強化するなど、神⼾の玄関口として大きく変わるフ
ェーズとなります。

 

 第2 段階
大阪湾岸道路
⻄伸部供⽤後

 ・  第2段階では、車道を３車線に減少し、さらに広い広場空間を
創出します。より多様な使い方に対応できる、居⼼地がよくに
ぎわいのある空間となります。

  ・  第2段階以降は、将来の社会情勢の変化（⾃動運転・AI等の技術革新、
公共交通への転換、人口増減等）を見極めながら検討していきます。

 ⾃転車走行空間の整備の必要性

 

 1 交通安全の確保  ・  中央幹線は⾃転車交通量が多い（中央幹線：約
1,500台／24h）

  ※ ⾃転車の「交通量が多い」場合とは、対⾃動
車、対歩行者ともに事故が多い傾向にある500
台／日以上を目安とする。（道路構造令の解説
より抜粋）

  ・  コロナ禍で増加した⾃転車需要への対応が必要

 

 2 ウォーカブルなまちづくり、
 都市の魅⼒向上と回遊性の向上

 ・  歩行者と⾃転車を空間的に分離することで、歩
行者の安全性向上、にぎわいの創出を目指す

 

 3 将来のモビリティ空間
 としての活⽤

 ・  キックボード等の次世代モビリティの空間とし
て活⽤

6車線→3車線10車線→6車線

フェーズⅠ フェーズⅡ

（段階整備のイメージ）

三宮クロススクエアの段階整備
三宮クロススクエアは、自動車の通過交通対策等を行い、自動車との共存を図りながら、
東側から段階的に整備を進めます。

4-3

6車線→3車線車線

フェーズⅡ

（段階整備のイメージ）

三宮クロススクエアの段階整備
通過交通対策等を行い、自動車との共存を図りながら、

東側から段階的に整備を進めます。

20

3

3 

公
共
空
間
の
デ
ザ
イ
ン 

 

三
宮
ク
ロ
ス
ス
ク
エ
ア
の
デ
ザ
イ
ン

中央幹線で実施される道路空間の再編に併せて、
歩行者と⾃転車の通行空間を分離し、⾃転車走行空間の確保を目指す。



美し き 港町・ 神戸の玄関口と し て、

常に新し いヒ ト ・ モノ ・ コ ト と の 出会いがある 、

人が主役の居心地の良い広場空間

・  都市と 自然が調和し た上質なまち なみを 背景に、 神戸ら し さ を 五

感で感じ る こ と のでき る 居心地の良い空間

・  多種多様な人々が集い、 様々な活動や交流が行われ、 進取の気性

を 受け継ぎながら 、 新たな神戸ら し さ を 醸成し 発信する 空間

・  神戸に来たと いう ワク ワク 感を 感じ る と と も に、 周辺の「 まち 」

へ移動し たく なる よ う な空間

三宮ク ロススク エアのデザイ ンコ ンセプト

美しき港町・神⼾の⽞関⼝として

↑
P40 の目標像と同じぐらい文字大きく、しっかり見せる

〇沿道建築物と公共空間の一体的な空間形成によるにぎわいと回遊性の創出

〇エリアマネジメントによるにぎわい利用を想定した、多様なアクティビティに対応可能な空間構

整備の考え⽅ ※文言要確認
 整備の考え方

・  公共空間と 沿道建築物の一体的な空間形成によ るにぎわいと 回遊性の創出

・  神戸の玄関口にふさ わし い高質な素材と 洗練さ れたデザイ ン の採用

・  エリ アマネジメ ン ト によ る にぎわい利用を 想定し た、 多様なアク ティ ビ ティ に対応可能な空間構成

・  歩行者空間と 自転車走行空間の分離による 安全・ 快適でウォ ーカ ブルな空間創出

・  異常高温対策の導入によ る 快適で持続可能性の高い空間の実現

・  帰宅困難者の滞留機能など高い防災性能を 有し た空間の実現

・  感染症に強く 、 新たな生活様式に対応し たフ レ キシビ リ ティ のある空間構成と フ ァ ニチャ ー配置

©Haru Urabe
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︱
三
宮
交
差
点

神戸の玄関口“ 三宮” を 印象付ける

神戸の「 顔」 にふさ わし い象徴となる空間

1　 公共空間と 沿道建築物が一体と なり 上質で洗練さ れた空間を 創出し ます。

2　「 えき 」 から 「 まち」 への見通し を 高め、

　 自然と まちへ誘われる分かり やすい公共動線を 確保し ます。

N

▼ KEYPLAN
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民間建築物等はイメージであり、今後変更となる場合があります。



▶  平面図
（第1段階）

N

ゆとりのある空間により動線や滞留空間を確保
街角の建築物と共に交差点の顔を
印象付けるシンボルツリー

インスタレーションによる顔づくり

JR 新駅ビル内の公共動線と一体的な舗装デザインボイド（わかりやすい縦動線と滞留空間） ボイド（わかりやすい縦動線と滞留空間）

ボイド（わかりやすい縦動線と滞留空間） ボイド（わかりやすい縦動線と滞留空間）

JR 新駅ビ ル

交通センタービル

神⼾阪急
神⼾マルイ

23

3

3 

公
共
空
間
の
デ
ザ
イ
ン 

 

三
宮
ク
ロ
ス
ス
ク
エ
ア
の
デ
ザ
イ
ン

JR新駅ビル



三
宮
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ロ
ス
ス
ク
エ
ア

︱
東
エ
リ
ア

N

交通結節機能とにぎわい空間が融合し た

神戸三宮の「 まち」 へのエントランス空間

1   公共空間と 沿道建物を 一体的にデザインし 、まちのにぎわいを 相互に生み出す空間を 創出します。

2   花・ 緑や水景のある居心地の良い空間を 設え、

  様々なアクティビティ が展開できるにぎわいと 憩いの場とします。

3   新たなバスターミナルやJR 新駅ビルに合わせて歩行者デッキや広く 豊かな広場空間を

  整備することで、都市のにぎわいと 魅力が備わる新し い駅前の風景を 創出します。

▼ KEYPLAN

第 1 段階

民間建築物等はイメージであり、今後変更となる場合があります。
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▶ 断面図

▶ 平面図（ 第1段階）
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view

vie
w

えきまち空間をつなぐデッキ

快適な通行帯

換気塔

小さなたまりをつくる
緑陰とベンチ

車道照明
⾃転車通行帯

▽GL + 1 0.40 ▽JRビ ル FL + 10.30

▽GL + 11.10

JRビ ル

フェーズⅠ断面図　 S= 1 : 200 (A3)
三宮クロ ススクエア東側

A-A’断面図

沿道建築物と の一体的なにぎわい 沿道建築物と の一体的なにぎわい

緑陰の確保と 保水性舗装により 、 居心地の良い滞留空間の創出 自転車の走行空間
デ

ッ
キ

N

SCALE 1/1250

ボイ ド

（ わかり やすい縦動線と 滞留空間）

沿道建築物と の一体的なにぎわい

インスタ レーショ ン

による顔づく り

フ レキシブルに使える空間を確保

（ 水盤の水をおと し て使用）

JR新駅ビル内の公共動線と

一体的な舗装デザイ ン
ミ ン ト 神戸JR新駅ビ ル

神戸阪急
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イメージ パース（ 第 2 段階）

民間建築物等はイメージであり、今後変更となる場合があります。
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▶  断面図

S1/400

▶ 平面図（第2段階）
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view
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えきまち空間をつなぐデッキ

快適な通行帯

クロススクエアを感じさせる
カラー舗装

快適な通行帯

換気塔

小さなたまりをつくる
緑陰とベンチ

小さなたまりをつくる
緑陰とベンチ

車道照明

▽GL + 10.40 ▽JRビ ル FL + 10.30

▽GL + 11.10

JRビル

フェ ーズⅡ断面図 S= 1 : 200 (A3)
三宮クロススクエア東側

A-A’断面図

沿道建築物との一体的なにぎわい 沿道建築物との一体的なにぎわい

車線減少に伴って拡がる広場空間

南北の分断感を軽減しより一体
的な広場空間へ

デ
ッ

キ

ミント神⼾JR 新駅ビル

神⼾阪急

ボイド
（わかりやすい縦動線と滞留空間）

より多様な使い方ができる広場へ

N

SCALE 1/1250
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▶  日常

▶  中～大規模

イ ベント 時

広場の活用例　

第 1 段階

デジタ ルサイ ネージ

デジタ ルサイ ネージ

移動型店舗

移動型店舗

移動型店舗移動型店舗仮設ステージ

イ ンスタ レ ーショ ン

イ ンスタ レーショ ン

5,500

6,000

置き型の

テーブル・ 椅子

置き型の

テーブル・ 椅子

植栽桝ベンチに合わせた

置き 型テーブル

植栽桝ベンチに合わせた

置き型テーブル

歩行動線

沿道建築物と の一体的なにぎわい

沿道建築物と の一体的なにぎわい

© 神戸コレクショ ン制作委員会

SCALE 1/750N
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利活用イ メ ージ―第1段階（ 大規模イ ベント 時）

民間建築物等はイメージであり、今後変更となる場合があります。
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N

三
宮
ク
ロ
ス
ス
ク
エ
ア

︱
北
エ
リ
ア

六甲山を 身近に感じ るとともに、

北の玄関口として人の流れを 呼び込むにぎわいある空間を 形成

1   さんきたアモーレ広場を 核として、待ち 合わせ・ 休憩の場、新たな交流の場、

  文化の創造や発信など実験的に様々なチャレンジができる場を 創出します。

2   高質なデザインによる歩行者中心の公共空間と 沿道の店舗が一体となったにぎわいを 創出し 、

  周辺エリアへの広がり 拡がりを 促します。

3   神戸有数の繁華街であるエリアの特性を 生かし 、

  ナイトタイムエコノミーやナイトカルチャーの起点となる場とします。

▼ KEYPLAN

民間建築物等はイメージであり、今後変更となる場合があります。
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▶  平面図

▶  左： 公共空間と 沿道建築物が

一体と なっ た空間の創出

▶  中央： 北の玄関口と なるエリ ア

▶  右： 六甲山を望む、

北野方面へのアプローチ空間

駅やまちから の

人を迎え入れる花壇

駅構内を出たと きの

アイキャッチと なり 、北の玄関口の

顔と も なるシンボルツリ ー

回遊拠点と なる

モビリ ティ スポット の整備

交差点を囲むよう に配置するこ と で

ゲート 性、 シンボル性を創出する車道灯

公共空間と 沿道建築物が

一体と なっ た空間の創出

ボイ ド

（ わかり やすい縦動線

と 滞留空間）

N

SCALE 1/1000
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空間の利活用イ メ ージ

移動型店舗

モビリ ティ スポッ ト

道路空間を一体的に活用し た沿道店舗の

テラ ス利用によるにぎわいを創出

▲ ヨ ガ ▲ 移動型店舗 ▲ 新聞アート ・ ダンス ▲ ラ イ ブペイ ンティ ング

▲ 音楽ラ イ ブ

▲ ボリ ウッ ド ダンス

広場における様々な

アク ティ ビティ の展開

SCALE 1/600 N

阪急神戸三宮駅

JR三ノ 宮駅
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さ んき たアモーレ 広場・ サン キタ 通り の再整備

神戸三宮阪急ビ ルの開業に合わせ、 さ んき たアモーレ 広場と サン キタ 通り を 一体的に再整備する こ と で、 にぎわいのあ

る魅力的な空間が生まれまし た。 さ んき たアモーレ 広場については、 デザイ ン コ ン ペを 実施し 、 選ばれたデザイ ン を 基

に広場のリ ニュ ーアルを 行いまし た。 また、 サン キタ 通り については、 民地と 歩道、 車道を 段差の無い一体的な舗装と

し 、 貨物車のみ日中に限り 進入可と するこ と で、 歩行者中心の道路へと 再整備を行いまし た。

▲ モニュ メ ント のラ イ ト アッ プ ▲ 実物大モッ ク による照明配置実験▲ 沿道店舗のにぎわいが滲み出す道路空間へ▲ 新たな広場でく つろ ぎ、 待ち合わせする人々
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N

三
宮
ク
ロ
ス
ス
ク
エ
ア

︱
南
エ
リ
ア

周辺のまちや、海へつながる回遊の起点となる「 みち広場」

1   クスノキの列植をはじ めと する豊かな 緑に彩ら れた、うるおいのあるプロムナード を 形成します。

2   大型商業施設や三宮センター街等による人の流れが絶えない商業施設の集積地であり、

  日常的なにぎわいと 憩いの空間を 創出し 、周辺のまちへの回遊の起点となります。

▼ KEYPLAN
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▶  断面図

▶  平面図
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歩道照明

快適な通行帯

既存の高木

4
5
0
0

1
4
3
5
0

官民一体で活用可能なスペース

車道照明
フラワーロード を象徴する
花と緑の中央分離帯

1
4
3
5
0

フェ ーズⅠ断面図
三宮クロススクエア南側

B-B’断面図

S= 1:200(A3)

東側西側

•  緑陰と 保水性舗装により 、

 居心地のよい滞留空間を創出

•  道路空間の活用による連続し た

 にぎわいを創出

沿道建築物と の

一体的なにぎわい

沿道建築物と の

一体的なにぎわい

税関線を象徴する

既存のク スノ キ

沿道建築物と の一体的なにぎわい

SCALE 1/400

沿道建築物と の一体的なにぎわい

ボイ ド （ わかり やすい縦動線と 滞留空間）

SCALE 1/1000N

神戸マルイ

神戸阪急
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 空間の利活用イメージ

•  三宮ク ロ ススク エアと 税関線が重なる 当エリ アでは、 既存樹木

を 活かし た並木や川の流れを 表現する舗装によ り 、 海と 山をつ

なぐ シン ボルロ ード と し てのデザイ ン を 施し ます。

•  特に広幅員の歩行空間が確保でき る 西側の歩道では、 断面を動

線空間と 滞留空間に区切り 、 様々なアク ティ ビ ティ や交流の創

出を図り ます。

碑・ 彫刻： 存置 キッ チンカ ー移動型店舗移動型店舗 彫刻： 移設碑： 存置

▶  キッ チンカーイベント

などによる道路空間の

利活用（ R1～R3社会実験

と し て実施）

SCALE 1/500

N
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既存樹木を活かした⼼地よい木陰とベンチ 公共空間の利活⽤によって
にぎわいがあふれる街路

エリアマネジメントスペースと通行帯が
快適に分けられた歩道

三宮クロススクエア南側 B-B’断面図

4-25

既存樹木を活かした⼼地よい木陰とベンチ 公共空間の利活⽤によって
にぎわいがあふれる街路

エリアマネジメントスペースと通行帯が
快適に分けられた歩道

官⺠一体で活⽤可能な
エリアマネジメントスペース

4-25

既存樹木を活かした⼼地よい木陰とベンチ 公共空間の利活⽤によって
にぎわいがあふれる街路

エリアマネジメントスペースと通行帯が
快適に分けられた歩道

官⺠一体で活⽤可能な
エリアマネジメントスペース

▲ 既存樹木を活かし た心地よい木陰と ベンチ ▲ 活用スペースと 通行帯が快適に分けら れた歩道 ▲ 官民一体で活用可能なスペース
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N花と 緑でうるおい、「 まち」 と「 まち」 がであう 結節点

1   駅からの人の流れを 受け止め、人々が滞留できる空間を 創出するとともに、

  ウォーターフロント や周辺のまちへの回遊を 促す空間とします。

2   周辺のまちへの結節点となる街角は、国際会館・ 本庁舎 2 号館等の沿道建築物と

  一体となったにぎわいを 創出し 、四季を 感じ る花や緑で彩ります。

三
宮
ク
ロ
ス
ス
ク
エ
ア

︱
国
際
会
館
前
交
差
点

▼ KEYPLAN
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▶  平面図

⬇三宮中央通り ⬇旧居留地

▼ 給気塔デザイン▼ ベンチ＋花壇デザイン▼ ベンチ＋花壇デザイン

三宮中央通りへのつながりを
予感させる入口づくり

花・緑と一体となった
滞留スペースの設置

花と車道照明、舗装材の
統一による一体感の演出

周辺のまちへの回遊を促す
モビリティスポットの設置

モビリティスポット駐輪

N SCALE 1/1000
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 舗装

 
主要部舗装 ・  神戸の玄関口にふさ わし い特別感を 演

出する 自然石舗装。

 ・  大判の石材を使用するこ と でゆっ たり

と し た落ち 着いた趣を演出。

滞留空間舗装 ・  保水性舗装（ 貯留砕石路盤と あわせて整

備） を用いるこ と で、気温の低減効果に

よ る居心地よい空間形成を 図る 。 張り

パタ ーン にも 変化を つける こ と で、 滞

留を表現。

 ベンチ

・  車道照明のベン チと 素材を 揃えたアルミ 鋳物を 用います。

鋳物なら ではの波型テク スチャ ーを 施すこ と で、 断熱効

果、 また汚れの軽減効果を 持たせます。

・  ベースはホワイ ト セメ ン ト の塊と し 、 そこ から 翼をイ メ

ージする よ う な軽快なフ ォ ルムの座面を立ち 上げ、 座り

たく なる 印象を つく り ます。 座っ た時の安心感、 足の置

き やすさ 、 ベースの汚れにく さ に配慮し たデザイ ンと し

ます。

・  通過動線と なる 通路を明る く する ため、 両側面にフ ッ ト

ラ イ ト を 設けて地面を優し く 照ら し ます。

三宮ク ロ ススク エアでは神戸の玄関口にふさ わし い上質

で洗練さ れたデザイ ンを 採用し ます。 公共空間を 構成す

る主要な用途である 舗装やスト リ ート フ ァ ニチャ ーを 例

に、 デザイ ンのディ テールを 示し ます。

◀  灰御影石 二種 乱尺貼り （ 300/450 × 乱尺）

▼（ 例） 出雲市神門通り

◀  ILB保水性舗装　 4色　 □300
▼（ 例） 国立競技場

▶  主要部舗装

▶  滞留空間舗装

▶   ベンチの

デザイ ンイ メ ージ

クロススクエア 税関線

＜真＞主要部

＜行＞準主要部

＜草＞その他

ベース舗装

＜図＞休息

＜図＞イベント

＜図＞テラス

450

300

乱尺

＜草＞その他

＜図＞イベント

＜図＞テラス

【舗装の考え⽅】
●主要部

●溜まり空間等

舗装素材は限定し、クロススクエアの
ブランディングイメージを形成することにより、
象徴性と統一感を創出

灰御影石 300/450×乱尺×t60

□300 保水性舗装

灰御影石(数種混合)のイメージ
(東京駅前広場)

灰御影石(数種混合)のイメージ
(出雲市神門通り)

保水性舗装のイメージ(国立競技場)

◆クロススクエアと税関線の舗装の考え⽅

大判石材/灰御影石
街路⻑手方向に水平

灰御影石 二種 乱尺張り
300/450×乱尺×

◆参考

●主要部

●溜まり空間等

舗装素材は限定し、クロススクエアの
ブランディングイメージを形成することにより、
象徴性と統一感を創出

灰御影石 300/450×乱尺×t60

□300 保水性舗装

灰御影石(数種混合)のイメージ
(東京駅前広場)

灰御影石(数種混合)のイメージ
(出雲市神門通り)

保水性舗装のイメージ(国立競技場)

◆クロススクエアと税関線の舗装の考え⽅

大判石材/灰御影石
街路⻑手方向に水平

灰御影石 二種 乱尺張り
300/450×乱尺×

◆参考
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 照明灯・ ボラ ード

•  こ れまで税関線で取り 組んでき た「 光のミ ュ ージアム」 を 踏襲

し ながら も 、 特別感のある オリ ジナル照明を 導入し ます。

•  洗練さ れた照明や沿道建築物から 漏れ出る 明かり によ り 、 通り

へのにぎわいの連続性を 演出する こ と で、 神戸の玄関口にふさ

わし い上品な夜間景観を 演出し ます。

車道照明  三宮ク ロ ススク エアの空間を 印象付ける 、

  シン ボリ ッ ク なデザイ ン

 •  スラ っ と 伸びたプロ ポーショ ン と 質感を も っ た

素材（ 鋳鉄） を 使用。 バナーや信号と 一体で成

立するデザイ ン。

 •  表面に施さ れたナミ ナミ テク スチャ ーの支柱を

間接的に光ら せる シン ボリ ッ ク なデザイ ン であ

り 、 光の柱を つく る 、 と いう 意味でト ータ ル的

に光のミ ュ ージアムを 踏襲。 その一体感と スペ

シャ ル感を 遠景でも 感じ と る こ と ができ る 。

歩道照明  フ ラ ワーロ ード 「 光のミ ュ ージアム」 を 踏襲し

たデザイ ン

 •  グロ ーブ照明のボリ ュ ームのある 明かり と 質感

を 持っ た支柱素材（ 鋳鉄）。

 •  光のミ ュージアムを踏襲し たデザインであり 、頂

部に間接照明をつけるこ と で、その一体感と スペ

シャ ル感を、 近景で感じ るこ と ができ る 。 また、

照明のカ ラ ーを変える こ と ができ るよ う 設計。

ボラ ード   照明の素材やプロ ポーショ ン と

  共通性を 持っ たデザイ ン

 ・  小さ いながら も 愛着のわく デザイ ン。 デリ ネー

タ ーを装着し 、 安全性にも 配慮。

▶  車道照明

▶  左： ボラ ード

右： 歩道照明
頂部 : 間接照明

3000K

灯具 : アク リ ル乳半

フ ルカ ラ ー LED

200

400

1000

40
0

20
0

45
00

17
00

26
00

支柱： 鋳鉄

SUS フ レ ーク 入り アク リ ル

シリ コ ン 系焼付塗装

縦リ ブ テ ク スチャ ー

鋳鉄製点検口

鋳鉄

亜鉛溶射後 SUS フレーク入り

アクリ ルシリコン系焼付塗装

縦リブテクスチャー

デリ ネータ

93
5

78
0

50

150

250

1000

225

支柱（ 中段） : 鋳鉄

下段と 同仕上

波型テク スチャ ー
ブラ ケッ ト : 鋳鉄

支柱型にブラ ケッ ト 型

を付加し て一体成型

1
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支柱（ 上段） : 鋳鉄

下段と 同仕上

波型テク スチャ ー

ベンチ : アルミ 鋳物

SUS フ レーク 入り

アク リ ルシリ コ ン系焼付塗装

下部にフ ッ ト ラ イト 内臓

1000

1500

ベンチ平面図

支柱（ 下段） : 鋳鉄

亜鉛溶射後 SUS フ レーク 入り

アク リ ルシリ コ ン系焼付塗装

縦リ ブテク スチャ ー

鋳鉄製点検口

ジョ イ ント 箇所は支柱内部

ボルト 固定（ 上段中段も 同様）

灯具平面図

灯具 : アルミ 鋳物

SUS フ レーク 入り

アク リ ルシリ コ ン系焼付塗装

LED2.8wX24~ 36 灯 ( 想定 )

3000K

波型テク スチャ ー

詳細

S 1/25

S 1/150

S 1/ 80
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税関線のデザイ ンコ ンセプト

「 海」 と「 山」、「 人」 と「 まち」 を結ぶ、

人が映える舞台と なる通り 　

～Urban Canvas Boulevard～

花と彫刻の道 フラワーロード

税関線の歴史
• 税関線の元は生田川であり、明治４年（1871）に付替え工事が実施された
• ポートピア’８１を契機に、「花と彫刻の道 フラワーロード」として歩行者空間を整備

あわせて「税関線沿道都市景観形成地域」を指定
• 多くの花・植栽・彫刻などの景観資源の配置、光のミュージアムの整備など、シンボル

ロードにふさわしい風格ある都市景観を形成
• 新神⼾駅〜三宮〜税関〜ウォーターフロントエリアを結ぶ都⼼の⾻格を形成する都市軸で

あり、神⼾のメインストリートとして市⺠に親しまれている

旧生田川
4-34

花と彫刻の道 フラワーロード

税関線の歴史
の元は生田川であり、明治４年（1871）に付替え工事が実施された

８１を契機に、「花と彫刻の道 フラワーロード」として歩行者空間を整備
あわせて「税関線沿道都市景観形成地域」を指定
多くの花・植栽・彫刻などの景観資源の配置、光のミュージアムの整備など、シンボル
ロードにふさわしい風格ある都市景観を形成
新神⼾駅〜三宮〜税関〜ウォーターフロントエリアを結ぶ都⼼の⾻格を形成する都市軸で
あり、神⼾のメインストリートとして市⺠に親しまれている

旧生田川
4-34

 税関線の概要

・  税関線の元は生田川であり 、明治４ 年（ 1871） に

付替え工事が実施さ れまし た。

・  ポート ピア  81を契機に、「 花と 彫刻の道 フ ラ ワ

ーロ ード 」 と し て歩行者空間を整備し 、 あわせ

て「 税関線沿道都市景観形成地域」 を 指定し ま

し た。

・  多く の花・ 植栽・ 彫刻などの景観資源の配置、光

のミ ュ ージアムの整備など、 シン ボルロード に

ふさ わし い風格ある 都市景観を形成し まし た。

・  新神戸駅～三宮～税関～ウォ ータ ーフ ロン ト エ

リ アを 結ぶ都心の骨格を 形成する 都市軸であり 、

神戸のシン ボルロ ード と し て市民に親し まれて

います。

現況：

広幅員道路の周辺に、

個 性 的 な 建 物・ 施

設・ まちが存在

“Boulevard”

として明確化：

並木と 光、 舗装の連

続性により 都市軸と

し て際立たせる。

まちの“Canvas”

を挿入：

沿道の個性がし みだ

し 、 人々の活動の舞

台と なるまちのキャ

ンバスを挿入し 、 都

市空間を彩る

 「 人」が映える舞台と なる歩きたく なる通り

・  「 えき」 の「 にぎわい」 がウォ ータ ーフ ロント へつ

ながり 、さ ら に東西へ人の流れが促さ れる こ と で

楽し く 歩ける 人が中心と なる 空間

 都心部を貫き、「 海」 と 「 山」 を結ぶ

•  海と 山を感じ ながら 歩く こ と のでき る 公園のよ

う なスト リ ート

•  高質な花と 緑で彩ら れた「 フ ラ ワーロ ード 」 の

愛称にふさ わし い ”おも てなし ”の空間

 沿道建築物と 一体と なり

 「 ひと 」 と 「 まち」 を 結ぶ

•  性格の異なる 沿道から の「 にぎわい」 が染み出

し 、 多様性を 感じ る 空間

▶  旧生田川

▶  花と 彫刻の道

フ ラ ワーロード

＜現況＞

広幅員道路の周辺に、 個性的

な建物・ 施設・ まち が存在

＜” Boulevard” と し て明確化＞

並木と 光、 舗装の連続性によ り 都

市軸と し て際立たせる。

＜まち の” Canvas” を 挿入＞

沿道の個性がし みだし 、 人々の活

動の舞台と なる まち のキャ ン バス

を 挿入し 、 都市空間を 彩る

山

海

山

海

山

海
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＜現況＞

広幅員道路の周辺に、 個性的

な建物・ 施設・ まちが存在

＜” Bou levard” と し て明確化＞

並木と 光、 舗装の連続性によ り 都

市軸と し て際立たせる。

＜まち の” Canvas” を 挿入＞

沿道の個性がし みだし 、 人々の活

動の舞台と なるまちのキャ ンバス

を 挿入し 、 都市空間を 彩る

山

海

山

海

山

海

＜現況＞

広幅員道路の周辺に、 個性的

な建物・ 施設・ まちが存在

＜” Bou levard” と し て明確化＞

並木と 光、 舗装の連続性によ り 都

市軸と し て際立たせる。

＜まち の” Canvas” を 挿入＞

沿道の個性がし みだし 、 人々の活

動の舞台と なるまちのキャ ンバス

山

海

山

海

山

海
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整備の考え⽅

な ・

• ）
（ ）

•
•

※

⾃転⾞専⽤通⾏帯
（⾃転⾞レーン）

⾞道混在

歩道内での
⾃転⾞分離

⾃転⾞歩⾏者道の活⽤
（普通⾃転⾞の通⾏

              指定部分）

その他

●⾞線構成の⾒直しに よる
   路肩拡幅
●ゾーン30の活⽤
●都市型側溝の整備等に
   よる安全で快適な⾛⾏環
   境の創出

(例)車線数の削減による走行空間の確保

⾞道上での
空間確保

⾃転⾞道
歩道 ⾃転⾞道 ⾞道

歩道 ⾃転⾞専⽤通⾏帯
（⾃転⾞レーン） ⾞道

⾃転⾞歩⾏者道 ⾞道

歩道 ⾞道

⾞道歩道 歩道

⾞道歩道 歩道

4-

 歩行者動線の機能強化と
滞留空間の確保

 • ６車線から４車線へ車線数再編（国際会館以南）
　   （現状交通量  21,253台/日＜4車線の設計基準交通量  28,800台/日）
  • 
    1 交通安全の確保（税関線は⾃転車交通量が多い*

（約1,000台/ 日）。コロナ禍で増加した⾃転車需
要に対応）

     ＊⾃転車の「交通量が多い」場合とは、対⾃動車、
対歩行者ともに事故が多い傾向にある500台 / 日
以上を目安とする（道路構造令の解説より抜粋）

　     2 ウォーカブルなまちづくり、都市の魅⼒向
上と回遊性の向上

　     

 都市軸としての軸性の
確保と魅力的な回遊の
拠点の創出

 軸性 • 樹木の列植、舗装や歩道照明により、都市軸と
しての軸性、統一感を創出

  

  回遊の拠点 • 回遊の拠点となる主要な交差点部は、滞留によるに
ぎわいや憩いの場を創出するとともに、三宮駅〜ウ
ォーターフロントへの南北の人の流れに加え、周辺
のまちへの回遊も促す

  

  歩道部舗装 • 道路縦断方向に⻑尺の舗装材を⽤いて（縦目地を
通すことで、）生田川の記憶を継承する「流れ」の
イメージを表現するとともに人の流れを促します。

   • 人の活動や花と緑が映えるよう、ベースとなる舗装
は彩度を抑えたライトグレーとします。

   • 休息などの滞留空間においてはデザインを変化
させることで憩いの場を演出します。

 公共空間と沿道建築物が
一体となったにぎわい創出

 ・ 休息などの滞留空間においては沿道の個性がしみだすキャンバ
スとしてデザインを変化させることで憩いの場を演出します。

▲ クスノキ列植の継承 ▲ 光のミュージアムの継続 ▲ ベースとなる舗装
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クスノキの列植の継承 光のミュージアムの継続

• 樹木の列植、舗装や歩道照明により、都市軸としての軸性、統一感を創出
• ノードとなる主要な交差点部において、税関線における顔としてにぎわい

を創出し、三宮駅〜ウォーターフロントへの南北の人の流れに加え、周辺
のまちへの回遊も促す

：主要な交差点部（ノード）

軸性・ノード

整備の考え方
②都市軸としての軸性の確保とノード空間の創出

4-37

クスノキの列植の継承 光のミュージアムの継続

• 樹木の列植、舗装や歩道照明により、都市軸としての軸性、統一感を創出
• ノードとなる主要な交差点部において、税関線における顔としてにぎわい

を創出し、三宮駅〜ウォ ターフロントへの南北 人の流れに加え、周辺
のまちへの回遊も促す

：主要な交差点部（ノード）

軸性・ノード

整備の考え方
②都市軸としての軸性の確保とノード空間の創出

4-37

▲ 沿道の個性がしみだす様々なキャンバスのイメージ

▲ 現状

▲ 計画

▲ 回遊の拠点

• ６車線から４車線へ車線数再編（国際会館以南）
（現状交通量 21,253台／日 ＜ ４車線の設計基準交通量 28,800台／日）

• 歩道空間の拡幅
• ⾃転車道の整備（歩行者・⾃動車と構造分離）

※将来的な次世代モビリティの走行空間としても対応

⾃転⾞専⽤通⾏帯
（⾃転⾞レ ー ン ）

⾞道混在

歩道内での ⾃転⾞歩⾏者道の活⽤

⾞道上での
空間確保

⾃転⾞道
歩道 ⾃転⾞道 ⾞道

歩道 ⾃転⾞専⽤通⾏帯
（⾃転⾞レ ー ン ） ⾞道

歩道 ⾞道

構造分離型⾃転車道
現状

計画

歩行者動線の機能強化と滞留空間の確保

4-36

回遊の拠点
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歩道+ 自転車走行空間 歩道+ 自転車走行空間

歩道 歩道車道

車道

歩行者空間の拡大・⾃転車走行空間の確保

         （⾃転車走行空間の確保
→安全性向上、にぎわい創出、将来のモビリテ
ィ空間としての活⽤）

歩行者・⾃転車空間の拡大

歩行者・⾃転車歩行者・⾃転車

         （歩行者・⾃転車空間の
拡大→安全性向上、にぎわい創出、将来のモ
ビリティ空間としての活⽤）
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▼ KEYPLAN

N神戸市民や来訪者が、日常・ 非日常を 楽し める空間を 形成

1   並木や舗装・ 歩道照明により 都市軸を 演出します。

2   駅とウォーターフロントを 繋ぐ 拠点として、本庁舎 2 号館が担うにぎわい機能や

 市民交流・ 発信の機能を 活かすことのできる空間を 創出し 、周辺のまちへの回遊性を高めます。
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税関線市役所前

▶  平面図

▶  断面図 神⼾市役所2 号館 建替（計画中）

 歩道のデザイン

•  本庁舎2 号館の前面歩道は歩行者優
先の空間に整備（車寄せ廃止）

•  本庁舎2 号館の低層部と一体的なにぎわ
いを創出するための空間デザイン

•  東遊園地、旧居留地、ウォーターフロン
トエリアへの回遊を促すデザイン

景観形成街角・ 回遊の
拠点としてのデザイン

街角の一部として東遊園地、旧居留地、
ウォーターフロントエリアへのつなが
りが感じられ、本庁舎2 号館の北東部
分と一体となった空間

建物低層部は開放性を確保し、
歩道空間との一体性を確保することで、
施設内外で相互ににぎわいが滲み出す

税関線と東町線を
結ぶ⾃由動線

 地下通路のデザイン

•  地下通路と建物地下部分の機能
が一体となったにぎわいを創出
するための空間デザイン

•  建物地下部分との親和性及びア
クセス性を高めるデザイン

本庁舎2号館（計画中）
本庁舎1号館

※今後本庁舎 2 号館の再整備計画の深度化と共にデザインを更新します

N

SCALE 1/1250
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N公園と 道路が一体となった空間を 形成し 、

人々が憩い、交流し 、歴史を 感じ る都心のオアシス

1   東遊園地と 税関線の境界を 感じ さ せない、公園と 道路が一体となった空間と することで、

  公園からのにぎわいのにじ みだし や公園へ人々を 促します。

2   粗密の変化を つけた緑の配置や滞留空間の配置により、

  歩行者が自由に過ごすこと ができる空間を 形成します。

税
関
線

︱
東
遊
園
地
前

▼ KEYPLAN

4 6

3

3 

公
共
空
間
の
デ
ザ
イ
ン 

｜ 

税
関
線
の
デ
ザ
イ
ン



N

中で⾃由に本にふれあうこ
とで、神⼾の歴史や⽂化に
出会い、震災の教訓から命
の大切さを学び、豊かな感
性と創造⼒を育めるような
⽂化施設として整備します。

東遊園地が市⺠みんなのキャン
パスとして、繰り返し訪れて楽し
む公園へと発展するため、公園全
体において、イベント・プログラ
ムの開催や、市⺠の⾃由なアク
ティビティを促進するものです。

こども本の森 神⼾

建築家の安藤忠雄氏から神
⼾市に寄付される「こども
本の森 神⼾」は、神⼾のこ
どもたちが、都⼼の公園の

東遊園地にぎわい
拠点施設（計画中）

日常的なにぎわいや利活⽤の創
出を目的とし、Park-PFI制度を
活⽤したにぎわい拠点施設。

安藤忠雄建築研究所提供

地下駐車場構造物の
起伏を活かした

「見晴らしひろば」

フラワーロードと園地、三宮駅から東遊園地を
通ってウォーターフロントを一体的につなぐ

「みちひろば」

現状の芝生と
同等の面積を有する

「芝生ひろば」

▶  平面図 SCALE 1/2000

▶  断面図

図書館・歩道橋・花時計
が一体となった

「こどもと花のひろば」

税関線東遊園地前
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税関線東遊園地舗装境界の検討

600  税： 東＝１ ： １

300  税： 東＝１ ： ０ グラ デーショ ン 幅を 大き く 持たせる と 独立し

た列のよ う に見えてく る ため裁縫の幅で、 自

然に切り 替わる こ ち ら の形式を 採用

 道路と公園が一体となった空間の演出

・ 税関線のベース舗装と東遊園地の舗装の境界をのびやか
な波形のグラデーションで形成することで、公園の領域
と道路の領域が入り混じるような空間構成とし、「公園の
中を通って港へアプローチする」「公園にいながら周辺の
まちにつながる」体験を演出します。

 横断方向へのにぎわいの広がり

・ 都⼼のオアシスである東遊園地の良好な環境や賑わい
が、道路を挟んだ対岸や周辺のまちにも波及するよう、
様々な賑わいの場を視覚的・動線的につながる空間構
成とします。

税関線舗装

東遊園地舗装

旧居留地側 磯上側

▲ 平面図（詳細イメージ）

 芝生ひろば、
 にぎわい拠点施設

 みちひろば、
 せせらぎ

 メタセコイア並木、
 ファーマーズマーケット

 磯上側歩道、
 沿道建物のにぎわい

フラワーロードに面したエントランスから園地への見通しを確保し、
開放感あるエントランスを創出

にぎわい拠点施設 芝生ひろば

48

3

3 

公
共
空
間
の
デ
ザ
イ
ン 

 

税
関
線
の
デ
ザ
イ
ン



 潤いやにぎわいを感じるせせらぎや
 休息・休憩の場

・  こども達が楽しく遊び憩える芝生やせせらぎ等の水景を
配置します。

・「都⼼のオアシス」を感じられ、ほっと一息つけるような
滞留空間を配置します。

 渡りたくなる歩道橋

・三宮周辺地区とウォータフロントエリアをつなぐ「渡り
たくなる歩道橋」をコンセプトとした税関前歩道橋を整
備します。

・木立に溶け込むのびやかな歩道橋がウォーターフロント
への動線を演出します。

N

SCALE 1/800

こども本の森  神⼾

税関前歩道橋
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 現況分析の手法と 設計の評価

・  現況と 将来の空間指標を 比較する こ と によ り 、 その場所の特性の変化を 理解する こ と ができ ます。

・  また計画案の分析・ 比較を行う こ と で、 デザイ ン の検討に役立てます。

 空間分析｜視認性（ 歩行空間）

・  現況の空間的な課題の多く が解消さ れる 。

・  北側はオープンでわかり やすい配置と なる。

・  南側では落ち 着いた雰囲気の場所になる 。

a.税関線沿いの歩道部の指標値が大き く 向上し ている 。 空

間的な広がり を 感じ ら れる歩行経路と なっ ている 。

b. 税関線側から 、 園地内への視線が明快に通るポイ ン ト が

複数でき ている 。

c. 園地中央部へと つながる 横断歩道の東側から も 、 園地へ

の視覚的なつながり が強く なっ ている 。

d. 建築物によ り 屋外へのオープン スペースの面積が小さ く

なる ため、 指標値が低下し ている 。 北側と は異なる 、 落

ち 着いた場所と なる こ と が想定さ れる 。  

※ 異なる色レ ン ジで可視化し ている 。  
（ 実際の指標値は計画案のほう がかなり 高い。）
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空間分析｜アク セス性

・  動線の軸と なる 部分の指標値が向上し ている 。

・  各ゾーン の位置付けが明快になり 、 解り やすい配置にな

ると 考えら れる 。

a. 税関線沿い、 南北の主動線の指標値が大き く 向上し てい

る。

b.広場空間への東側から の動線の指標値が高く なり 、 園地

中央部の東西動線が顕在化する。

c. 慰霊と 復興のモニュ メ ン ト 周辺の特別な雰囲気は保ち つ

つも 、 その場所が見つけやすく なる 。

d. 北西部は現在と 同様、 少し 落ち着いた場所と なる。

※ 異なる 色レ ン ジで可視化し ている 。  
（ 実際の指標値は計画案のほう がかなり 高い。）
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KEY  PLAN

N駅からウォーターフロントや磯上エリアへ
スムーズに人を誘う空間を形成

1  目的地にスムーズに人を誘いつつ、税関線西側のにぎわいや自然の変化を

  眺めて楽しむことができる落ち着きのある歩行者空間を形成します。

2  磯上エリアへの回遊を促す空間を形成します。

▼ KEYPLAN
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1

SCALE 1/100
0m 5m2.5m

NA ME PAGEDATE

税関線テストプラン 12021.09.22神⼾市／税関線等デザイン検討業務（その 2）
PROJECT

税関線テスト プ ラ ン―磯上側歩道

❸

❷

❹

パース視点場

❺

❶

N

整備イ メ ージ

❸キャ ンバス（ 花壇）

花壇は交差点や滞留空間等に効果的に配

置し 、 季節ごと の変化が楽し めるよう 宿

根草や一年草を 織り 交ぜた植栽と し ます。

❹キャ ンバス（ 休息）

ベース舗装の間に趣の異なる設えを施す

こ と で、 動線空間と の緩やかな分節を 行

い、 親し みやすい休息場所を つく り ます。

❺キャ ンバス（ テラ ス）

沿道建物やイ ベント による利用等を見据

え、 プラ ンタ ーやテーブルが配置でき る

スペースと し て設えます。

❶植栽帯

連続し たク スノ キの並木を 活かし ながら 、

既存の彫刻と 調和するよう 、 足も と には

落ち着いた彩り を添える植栽を配置し ます。

低木は多用せず、 開放的な視界を 確保す

るこ と で向かいの東遊園地の賑わいや並

木の緑を 眺めて楽し めるよう にし ます。

❷ベンチ

周辺の要素と 調和し た繊細なデザイ ンと

し 、 街路全体のまと まり と 、 居心地の良

さ を 演出し ます。

歩行空間 ：
ス ムーズな 移動のため、

動線空間を 直線的・ 連続

的に確保

植栽帯・ 滞留空間：

様々な空間を重ね合わせ、

変化に富んだ街路景観を

演出
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4  建築空間

　 のデザイン





対
象
範
囲

建築物・ 屋外広告物等の景観デザインコ ード は、 下記に示す税関線・ 三宮駅前沿

道景観形成地区において適用さ れます。

概
要 SCALE 1/15000

神戸
三宮駅

三ノ 宮駅
国道２号

阪
急

神
戸

線

ＪＲ
神

戸
線

税
関
線(

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
）

貿易センター駅

ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー

生
田
川

都市景観形成地域

（ 波止場町・ メリケンパーク）

都市景観形成地域

（ 波止場町・ メリケンパーク）

都市景観形成地域

（ 北野町山本通）

都市景観形成地域

（ 北野町山本通）

都市景観形成地域

（ 新港突堤西）

都市景観形成地域

（ 新港突堤西）

沿道景観形成地域

（ 南京町）

沿道景観形成地域

（ 南京町）
都市景観形成地域

（ 旧居留地）

都市景観形成地域

（ 旧居留地）

眺望景観形成地域（ ビーナステラス）区域①②境界

眺望景観形成地域（ ビーナステラス）区域①②境界

都市景観形成地域

（ 震災復興記念公園周辺）

都市景観形成地域

（ 震災復興記念公園周辺）

眺望景観形成地域

（ 元町１ 丁目交差点）

眺望景観形成地域

（ 元町１ 丁目交差点）

眺望景観形成地域（ ポーアイしおさい公園）境界眺望景観形成地域（ ポーアイしおさい公園）境界

②②
①①

③③

⑤⑤

④④

0 100 200 400 ｍ0 100 200 400 ｍ

本章では、 対象範囲における 建築空間のデザイ ン

の考え方を 示し ます。 当エリ ア内で建築物、 広告

物等を 計画する 際は、 本章の基準等に沿っ て計画

いただく よう お願いし ます。

公共空間の整備と と も に、 上質で洗練さ れた建築

空間を 創出する こ と で、 官民連携によ り 、 神戸の

玄関口にふさ わし い景観形成を 図り ます。

▼景観デザイ ンコ ード の内容

■ 本章の範囲

景観デザイ ンコ ード

 景観形成方針 基準やガイド ラインなどの

  前提となるコンセプト

 景観形成基準 法令に基づく 行為の制限事項等

  （ 主に行政による運用を想定）

 ガイ ド ラ イ ン  基準化になじ まない誘導事項等

  （ 地元協議会と 行政の連携による

  運用を想定）

 公共空間  ｜  建築物  ｜  夜間景観  ｜  屋外広告物

「 基準」

規定強度

「 誘導」

「 推奨」

「 建築空間」
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用
語
の
定
義

外壁等    建築物の外壁若し く はこ れに代わる 柱又はバルコ ニー

の手すり 壁その他こ れに類する も のを いう 。

高さ    1 建築物の高さ は、 建築基準法施行令（ 昭和25年政令第

338号） 第2条第1項第6号に規定する 建築物の高さ を

いう 。

   2 工作物の高さ は、 工作物が周囲の地面と 接する 位置の

平均の高さ における 水平面から の高さ と する 。

修繕等    外観を 変更する こ と と なる 修繕若し く は模様替又は色

彩の変更を いう 。

色相    色味を示す属性。 マンセル表色系では、 R（ 赤）、 Y（ 黄）、

G（ 緑）、 B（ 青）、 P（ 紫） の5色を 基本と し 、 そ の中

間に YR（ 黄赤）、 GY（ 緑黄）、 BG（ 青緑）、 PB（ 紫青）、

RP（ 赤紫） を 設け、 さ ら にそれら の色相を10に分割し

た計100色相で表す。 無彩色はNで表す。

明度    明るさ を 示す属性で、 マン セル表色系では数字で示す。

数値が大き い方が明る い色になる。

彩度    鮮やかさ を 示す属性で、 マン セル表色系では数字で示

す。 数値が大き いほど鮮やかな色になる 。

色温度    光の色味の度合いのこ と 。 単位はＫ （ ケルビン）。 高い

と 白く 冷たい色になり 、 低いと 黄色く 温かい色になる。

輝度    光源自体や照ら さ れた面の輝き のこ と 。 単位は cd/m2

（ カ ンデラ 毎平方メ ート ル）

グレ ア     目に入る 不快なまぶし さ のこ と 。 グレ アがある と 、 そ

れより 強い光し か感じ なく なり 、 その他のも のは暗く

見える よ う になる 。

映像装置    建築物の壁面やディ スプレ イ などを 利用し 、 画像や文

字等の映像を表示又は投影する も のを いう 。 メ ディ ア

フ ァ サード 、 デジタ ルサイ ネージ、 電光掲示版、 プロ

ジェ ク ショ ンマッ ピ ン グなどがある 。

建築物の低層部  1、 2階部分

建築物の中層部  高さ が低層部を 超え、 最高45ｍまで（ ゾーン④は60ｍ

まで） の部分

建築物の高層部  高さ が中層部を 超える 部分

道路境界線

最高 45m( ゾーン④は 60m)

中
層

部
高

層
部

低
層

部
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運
用 景観デザイ ンコ ード は、 行政や事業者等が、 公共

空間や建築物等が一体と なっ た空間のあり 方を

共有し 、 官民が連携し ながら 、 当地域の位置づ

けにふさ わし い景観形成を 図る ためのも のです。

当エリ ア内で事業を 行う にあたっ ては、 景観デ

ザイ ン コ ード に沿っ て計画、 設計し てく ださ い。

なかでも 、 事業の規模や計画場所によ り 右記に

示す届出等の手続き や事前協議が必要です。

▶ 【 建築物・ 工作物】

の手続きフ ロー

▶ 【 屋外広告物】 の

手続き フ ロー

事業者

事業の計画・ 検討 事前相談・ 調整

景観デザイン協議対象事業

・ 該当

・ 該当しない

デザイン調整会議対象事業

・ 該当

・ 該当しない

神戸市 デザイン調整会議

デザイン調整会議

景観デザイン協議

①計画段階

②設計段階

各種申請・ 届出等

事業者

事業の計画・ 検討 事前相談・ 調整

各種申請・ 届出等

神戸市
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事前協議

景観デザイ ン 協議

（ 神戸市都市景観

条例第17条）

 ・  対象種別： 建築物

 ・  対象行為： 高さ が20ｍを 超える 建築物の新築、 増築（ 高

さ が20ｍを超える部分の増築に限る） 及び改築

 ・  概要： 法令の規定に基づく 届出等の手続きに先立ち、「 計

画段階」「 設計段階」 の2段階で、 良好な景観の形成に関

し て神戸市と 行う 協議。

デザイ ン 調整会議  ・  対象種別： 建築物

 ・  対象行為： 景観デザイ ン 協議の対象規模に準ずる

 ・  概要： 今後計画さ れる 公共施設や民間施設において、 相

互に調整し ながら 、 一体的で魅力的な空間を 目指すため、

学識経験者等の専門的な見地よ り 意見を 求めると と も に、

総合的なデザイ ン調整を 行う 場。

まち づく り 協議会等

と の協議

 ・  対象種別： 建築物、 工作物、 屋外広告物

 ・  対象行為： 各協議会が運用する ガイ ド ラ イ ン 等に規定す

る 行為または地域の景観に影響を 与える 行為

 ・  概要： 神戸市では、 まち づく り 協議会等と 連携し 、 景観

形成の取り 組みを進めている。 協議会のガイ ド ラ イ ン に

基づいて計画し 、 さ ら に、 法令の規定に基づく 届出等の

手続き に先立ち 、 協議会と の事前協議が必要。

その他  ・  当エリ アでは、 神戸市景観計画のう ち、 後に示す「 税関

線・ 三宮駅前」 地区のほか、 景観計画区域全域や、 眺望

景観形成地域（ ポーアイ し おさ い公園、 ビーナステラ ス） の

基準があり ます。

 ・  当エリ ア内の計画場所によ っ ては、 都市計画法に基づく

地区計画の区域内の場合があり ます。

届出等

景観計画の届出

（ 景観法第16条）

 ・  対象種別： 建築物、 工作物

 ・  対象行為： 建築物、 工作物の新築、 増築、 改築、 移転、 修

繕等

屋外広告物の許可申請

（ 神戸市屋外広告物条例第5条）

 ・  対象種別： 屋外広告物

 ・  対象行為： 屋外広告物の表示、 屋外広告物を 表示する物

件の設置、 それら の変更または改造

0 4

4 

建
築
物
屋
外
広
告
物
等
の
デ
ザ
イ
ン 

｜ 

概
要

4



神戸市景観計画にて、 対象エリ アの「 良

好な景観の形成に関する方針」 を 右記の

よう に定めています。

地区名： 税関線・ 三宮駅前

景観特性  新神戸駅から 、 三宮、 国道2号に至る 神戸の都心の代

表的な道路軸であり 、 神戸の顔と し て位置づけら れる

地区である 。

景観形成の目標  神戸のメ イ ン スト リ ート 及び神戸の玄関口にふさ わし

いまち なみを 形成する  。

景観形成の基本方針 1 連続性や一体感のある洗練さ れたまちなみの形成を図る。

 2 多彩な「 まち 」 の個性がにじ み出す神戸ら し いまち な

みの形成を 図る。

 3 都心のにぎわいが拡がる開放感と ゆと り あるまち なみ

の形成を 図る 。

景観形成基準の

基本的な考え方

 1 当地区の位置づけにふさ わし い建築物の規模を確保する。

 ▶  地区内の現状を 踏まえ、 いく つかの区域に分けて建

築物の規模の適正な誘導を 図り 、 将来にわたる 当地

区の景観形成に寄与する

 2 洗練さ れたまちなみの形成を 図るため、 建築物等や屋

外広告物の形態、 意匠等を 質の高いも のに誘導する 。

 ▶  個々の建築物等が神戸ら し い洗練さ れた意匠である

と と も に、 道路、 広場、 道路に接する 敷地内の空間

などのオープン スペースと 一体と なっ て良好な道路

軸景観の形成を 図る よう 努める。

 3 地域特性に応じ て、 よ り き め細やかな景観形成を 図る。

 4 景観形成上、 特に重要と 考えら れる 道路、 街角を 景観

形成道路及び景観形成街角と し て設定し 、 こ れに面す

る 建築物等に対し て、 重点的な誘導を 行う  。

景
観
計
画
に
定
め
ら
れ
た
方
針
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景観形成道路 A：

税関線

  ・  海と 山をつなぐ神戸の都市軸

と し て、まちなみやにぎわい

の連続性が感じ ら れる道路

  ・  自然やゆと り 、 親し みを 感

じ ら れる まち なみを 形成す

る 道路

景観形成道路 B：

三宮ク ロ ススク エア

  ・  高質で洗練された神戸らしさ

を感じ ら れる 象徴的な道路

  ・  公共空間と 建築物及びその

中間領域で一体感のある 空

間を 積極的に創出し 、 様々

なアク ティ ビ ティ を 誘導す

る と と も に、 居心地の良さ

が感じ ら れる道路

景観形成街角 C：

三宮交差点

   神戸の玄関口と し て、 神戸

の顔を印象づける 象徴的な

空間を創出する街角

景観形成街角 D：

国際会館前交差点

   人が滞留でき る空間を 創出

すると と も に、 周辺の「 ま

ち」 へのつながり が 感じ ら

れる、 一体感のある にぎわ

いを形成する街角

景観形成道路と 景観形成街角

まちなみの連続性や一体感、 にぎわいの拡がり が感じ ら れる道路軸

景観を 形成し ていく べき 道路や、 公共空間と 建築物が互いに向き 合

い一体感と 空間の広がり を 特に演出する 街角について下記の通り 定

めます。

▲ゾーンと 景観形成道路・ 街角 SCALE 1/14000
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都市景観形成地域

（ 波止場町・ メリケンパーク）

都市景観形成地域

（ 北野町山本通）

都市景観形成地域
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都市景観形成地域
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沿道景観形成地域

（ 南京町）

沿道景観形成地域

（ 南京町）
都市景観形成地域

（ 旧居留地）

都市景観形成地域

（ 旧居留地）

眺望景観形成地域（ ビーナステラス）区域①②境界

眺望景観形成地域（ ビーナステラス）区域①②境界

都市景観形成地域

（ 震災復興記念公園周辺）

都市景観形成地域

（ 震災復興記念公園周辺）
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（ 元町１ 丁目交差点）
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眺望景観形成地域（ ポーアイしおさい公園）境界眺望景観形成地域（ ポーアイしおさい公園）境界
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ゾーン ① -⑤：

税関線沿道＋三宮駅前

  海と 山、 周辺の「 まち」 を つなぐ 連続性や一体感のある洗練さ れたまちなみ

 ・  周辺の「 まち 」 や自然環境等と 調和する 洗練さ れたまちなみを 形成する 。

 ・  連続するまち なみや夜間照明、 植栽の配置等によ り 、 海と 山のつながり を引き 立てる。

 ・  都心から 望む六甲の山並み等の良好な眺望に配慮する 。

 ・  緑化等によ り 、 公共空間と と も に都心の中の自然やう るおいが感じ ら れる空間を 確保する 。

 ・  広告物は「 まち」 の特性に合わせた形態やデザイ ンと すると と も に、 公共空間や建築物と の調和 を図るこ と で、

「 まち 」 の魅力を 高め、 一体感のある良好なまち なみの形成に資する も のと する 。

 ・  通り の連続性を 意識し た温かみのある 照明と し 、 通り に漏れ出る灯り や建築物の壁面 、 植栽のラ イ ト アッ プ等

によ り 、 訪れる 人を も てなす上品な夜間景観を演出する。

ゾーン ④ -⑤：

税関線南沿道＋三宮駅前

  空間の広がり や居心地の良さ を 感じ る、 人が主役のにぎわいあるまちなみ

 ・  建築物の低層部は、 大き な開口部やピ ロ ティ 等のオープン スペースを 設ける など、 公共空間と 建築物相互の関

係を よ り 密接にし 、 にぎわいや空間の広がり を 創出する 。

 ・  建築物の中層部は、 軒線の高さ や壁面の位置等によ り 、 開放感や統一感のある 空間を創出する。

 ・  建築物の高層部は、 壁面の後退や頂部デザイ ンの工夫等によ り 、 広がり のある 都市空間を 形成する 。

 ・  建築物のデザイ ンを 活かす照明や、 軒線のラ イ ト アッ プによ る スカ イ ラ イ ン の形成等によ り 、 印象的でメ リ ハ

リ のある夜間景観を 形成する 。

ゾーン ④：

三宮駅前

  神戸の玄関口にふさ わし い象徴的なまちなみ

 ・   神戸の玄関口と し て、 高質なデザイ ン 、 にぎわいやゆと り あるまち なみを先導し 、 新し い神戸への驚き と 心地

良さ を 感じ る こ と ができ る象徴的な空間を 創出する 。

 ・  景観形成街角Cを形成する建築物は、 神戸の顔を 印象づけ、 軽やかで空間の広がり が感じ ら れる 、 正面性のあ

る コ ーナーデザイ ン と する。

 ・  敷地や建築物の公共的な空間は、 公共空間と の境界線を意識さ せない一体的なデザイ ン と するほか、 にぎわい

の原動力と なる 用途の施設配置や、 公共空間と 一体的な利用を 想定し たアク ティ ビ ティ の誘導などにより 、 官

民のにぎわいが相互に呼応する 空間を 創出する。

 ・  素材感を意識し た仕上げ、 親し みやすい色彩等によ り 、 高質で穏やかなまち なみを 形成する 。

ゾーンごと の特性に応じ た考え方
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三宮駅前北  ・  高い繁華性と 居心地の良さ が調和し 、 洗練さ れ

たにぎわいのある まち なみを形成する  。

三宮駅前東  ・  交通結節機能を 持つ大規模建築物と 地上のにぎ

わいが立体的に呼応する まちなみを 形成する 。

 ・  「 まち」 への導入部と し て、 周辺の「 まち」 への

つながり を 意識でき る 利便性の高い空間を 創出

する 。

三宮駅前南東  ・  にぎわいの中に落ち着き も 感じ ら れる界隈性の

ある まちなみを 形成する 。

 ・  高質でおだやかなデザイ ン によ り 、 歩く 楽し さ

や居心地の良さ が感じ ら れるまち なみを 形成す

る 。

三宮駅前南西  ・  建築物のにぎわいが公共空間ににじ み出し 、人々

のアク ティ ビ ティ が多面的に展開さ れる 、 一体

的なにぎわいのあるまち なみを 形成する 。

 ・  周辺のまち を つなぐ 、 歩いて楽し い通り を 形成

する 。

庁舎・ 東遊園地  ・  周辺エリ アと の結節点であるこ と を ふまえ、 周

辺のまちと のつながり に配慮し 、 税関線の沿道

景観を 印象づける 空間を 創出する 。
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（ 旧居留地）
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▲ゾーンと 景観形成道路・ 街角 SCALE 1/10000

0 8

4 

建
築
物
屋
外
広
告
物
等
の
デ
ザ
イ
ン 

｜ 

概
要

4



海や山、 空への広がり  

・ 海や山、 空への見通し 景観に配慮し た

まちなみづく り  

・ 高層部のセッ ト バッ ク によ る圧迫感の

軽減や空間的な広がり の確保

連続性や一体感のある洗練さ れたまちなみ 

・ 遠景、中景、近景に配慮し た建築物のデザイ ン 

・ 壁面位置や軒線の誘導等による 一体感のある

まち なみづく り

官民一体と なっ たにぎわい

・ 沿道建築物がまちにひら き 、

　 公共空間と 一体と なっ た

　 にぎわいの創出

人が主役と なる居心地の良い空間 

・ 人が主役と し て、人が活動する 様子

　 や花・ 緑を引き 立たせる モダンで

　 シンプルなデザイ ン

街角の顔づく り  

・ 神戸の顔を印象付ける 正面

性のある軽やかで空間の広

がり を感じ ら れるコ ーナー

デザイ ン

街角に向けて正面性を も たせる

周辺への回遊を 促す

エ ン ト ラ ン ス ・ 通路視認性の確保

高層部
壁面後退

中層部

低層部

規定強度デザインコード の見方

通し 番号

規定強度 範囲 内容

基準 ④⑤ 建築物の中層部は、 閉塞的で 単調な 壁面を つく ら ないよ

う にする。

1-5-4 . 基準 景観法に基づく 行為の制限事項

誘導 基準の目安、 補足と なる事項

推奨 望まし い目標像を示す事項

建
築
物
の
デ
ザ
イ
ン

1 建築物の形態や壁面デザイ ン

2 建築物の低層部や外構の設えと デザイ ン

3 主要な街角の建築デザイ ン

4 緑化や工作物等への配慮

5 夜間景観

0 9

4

4 

建
築
物
屋
外
広
告
物
等
の
デ
ザ
イ
ン 

｜ 

建
築
物
の
デ
ザ
イ
ン



・  神戸の玄関口、 シンボルロード にふさ わし い整っ たまちなみと するため、 高質な建築デザイ

ンと すると と も に、 落ち着いた色彩、 周辺の建物と の高さ や形態の調和に配慮し てく ださ い。

・  えき を 中心に通り に沿っ て海と 山を つなぐ まちの骨格を 形成するよう 、 中層部の壁面の

連続性に配慮し 、 海や山、 空への広がり を 感じ る こ と のでき る よ う 、 高層部の形態・ 意

匠や眺望の演出にも 配慮し てく ださ い。

  【 関連する景観形成方針】 5. 海・ 山・ 空への広がり 、 6. 高質で穏やかな設え、 11. 「 海」 と 「 山」 をつなぐ

1   建築物の形態や壁面デザイン

1. 基本事項

基準［ 1-1-1］   形態・ 意匠は、 地区の景観と の調和に配慮し た質の高いも のと

する 。

基準［ 1-1-2］   土地の形質の変更を行う と き は、 地区の景観と の調和に配慮す

る。

誘導［ 1-1-3］   建築物の更新時期等に合わせて、 周辺敷地と の共同化を 検討す

るなど、 神戸の玄関口にふさ わし い敷地面積の確保に努める と

と も に、 ヒ ュ ーマンスケールなまち なみを 形成する 。

基準［ 1-1-4］ ④⑤  建築物の高さ や軒線は、 まち なみの連続性に配慮する 。

誘導［ 1-1-5］   周辺の建築物と の壁面の位置や軒線、 スカ イ ラ イ ン の連続性に

配慮し た形態意匠と する よ う 努める 。

2. 建築物の高さ の最低限度

基準［ 1-2-1］   ソ ーン ごと に次のと おり と する。

   ゾーン ①： 制限なし  ゾーン ②： 13m 以上

   ゾーン ③： 17m 以上 ゾーン ④⑤： 20m 以上

   ただし 、 敷地が景観形成道路に接し ない場合又は敷地の規模形

状によ り やむを 得ない場合はこ の限り でない。

▶  都市空間の広がり 、

スカ イ ラ イ ンの連続性

狭小敷地 ヒ ュ ーマンスケールでない低層部

長大で単調な壁面

ヒ ュ ーマンスケールな低層部

滞留空間の確保

連続性と リ ズム感のある低層部

不揃いな街並み

軒線の連続

デザイ ンの
分節等による

圧迫感の軽減

低未利用
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A. 

C. 

E. 

B. 

D. 

F. 

3. 眺望

基準［ 1-3-1］   眺望景観形成地域（ ポーアイ し おさ い公園、 ビー

ナステラ ス） の区域内では、 当該区域の基準を遵

守する 。

誘導［ 1-3-2］   山や海、 沿道景観などの優れた眺望に配慮する 。

眺
望

景
観

計
画

区
域
（

ポ
ー

ア
イ

し
お

さ
い

公
園

）

眺望景観計画区域（ ビーナステラ ス）

A

B

C

E

D

F
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道路境界線

低層部

中層部

高層部

道路境界線

最高 45 ｍ ( ゾーン④は 60 ｍ）

4. 壁面の位置

低層部

基準［ 1-4-1］   建築物の低層部については、景観形成道路Aの境

界線から 外壁等の面までの距離は1ｍ以上と する。

ただし 、 高さ 2.5 ｍ以上の部分及び敷地の規模

形状によ り やむを 得ない場合はこ の限り でない。

中層部

基準［ 1-4-2］ ④⑤  景観形成道路に面する 建築物の中層部は、 外壁

等の面を 概ね当該道路と の境界線に近接さ せる 。

（ 但し 書きあり ※1）

誘導［ 1-4-3］ ④⑤  建築物の中層部は、 公共空間と 建築物の相互の

にぎわい形成を よ り 密接にする と と も に、 まち

なみの連続性を 形成する。

高層部

基準［ 1-4-4］ ④⑤  景観形成道路に面する 建築物の高層部は、 広が

り のある 都市空間を 形成する よ う 、 外壁等の面

を 中層部よ り 後退さ せる。（ 但し 書きあり ※1）

誘導［ 1-4-5］ ④⑤  建築物の高層部は、 壁面の位置の後退や壁面の

デザイ ン の工夫によ り 、 都市空間の広がり の確

保や圧迫感の軽減を 図る。

※1　 但し 書き

次のいずれかに該当する区域内においては、 こ の限り ではない。

1. 都市計画法第８ 条第1項第3号に規定する高度利用地区

2. 同法第８ 条第1項第4号に規定する 特定街区

3. 同法第８ 条第1項第4号の2に規定する都市再生特別地区

4. 同法第12条の5第3項に規定する再開発等促進区

5. 同法第12条の８ 及び第12条の10に規定する地区整備計画の区域 

▶  壁面線・ 軒線の連続と

高層部のセッ ト バッ ク の例

（ 左： 京橋（ 東京） 右： 御堂筋）

高層部： 壁面後退やデザイ ンの工夫により

都市空間の広がり の確保や圧迫感の軽減を図る。

中層部： 公共空間と 建築物の

相互のにぎわい形成を密接にし 、

まちなみの連続性を形成。

1m 以上後退
公共空間と 建築物の
相互の賑わい形成

後退部分を生かし た一体的な空間形成

道路境界線

低
層

部
中

層
部

高層部
壁面後退

中層部

低層部
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5. 壁面のデザイ ン

全般

基準［ 1-5-1］ ④⑤  上質で洗練さ れたデザイ ン と する。

誘導［ 1-5-2］ ④⑤  でき る 限り き めの細かいディ テールによ る上質

なデザイ ン と する 。

推奨［ 1-5-3］   海や港、 山を想起さ せるよ う なデザイ ン をさ り

げなく 組み込むこ と を 検討する 。

低層部

基準［ 1-5-4］ ④⑤  建築物の低層部は、 開放感や透明感のあるデザ

イ ンと する 。

誘導［ 1-5-5］ ④⑤  間口の分節化や適切な開口部の配置、 通り に面

し た店舗の配置など、 連続性を 確保し つつ、 ま

ち に変化を あたえ、 歩行者の歩く 楽し みを演出

するデザイ ンと する 。

誘導［ 1-5-6］ ④⑤  景観形成道路に面する 建築物の低層部は、 大き

な開口部やピロ ティ 等のオープンスペースを 設

けるなど、 にぎわいや空間の広がり を 創出する 。

中層部

基準［ 1-5-7］ ④⑤  建築物の中層部は、 閉塞的で単調な壁面をつく

ら ないよ う にする 。

誘導［ 1-5-8］ ④⑤  壁面の分節やデザイ ン の切り 替え、 適切な開口

部の配置などの工夫を 行う 。

高層部

基準［ 1-5-9］ ④⑤  建築物の高層部は、 軽やかで控えめなデザイ ン

と する 。

▶  き め細かい

　 ディ テールの例

▶  分節さ れた中層部の

デザイ ン例

（ GINZASIX ※1～4階部）

▶  軽やかな高層部のデザイン例

（ GRAND FRONT OSAKA）
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6. 色彩

基準［ 1-6-1］ ④  神戸の玄関口にふさ わし い落ち 着いた色彩と する 。

基準［ 1-6-2］ ④  石、 木、 土などの自然素材や、 着色を 施し ていないガラ ス、 レ

ン ガ、 金属などの素材を基調と する など、 素材色を 生かし たも

のと する よ う 努める 。

誘導［ 1-6-3］   山の緑が引き 立つよ う な色彩と する 。

誘導［ 1-6-4］   アク セン ト カ ラ ーの使用はでき るだけ低層部にと どめ、 使用す

る 場合も 面積・ 色数・ 彩度等を 抑える 。

▶  左： 色彩の例　（ 神戸国際会館　 10R6/6）

▶  右： 素材感のあるフ ァ サード の例（ 第15長谷ビ ル）
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◀  まちなみのにぎわいと

連続性に配慮し た低層部の例

（ 神戸三宮阪急ビ ル　 EKIZO神戸三宮）

・  歩く 楽し さ が連続し 、 えき から まちににぎわいが拡がるよう 、 建物低層部は、 にぎ わい

を 生む用途の配置やピロティ など開放性のある空間の確保により 、 公共空間と 協調し た

デザイ ンと し てく ださ い。

・  人が主役になるまちの風景を 創出するよ う 、 建物低層部やオープンスペース、 公共空間

が一体と なり 、 様々なアク ティ ビティ が生まれる、 居心地のよい空間と し てく ださ い。 そ

のため出入口や駐車場の修景にも 配慮く ださ い。

  【 関連する景観形成方針】 1.都心の回遊性の向上、 2. 「 まち」 の特性をふまえた空間構成、

 3. 官民一体と なっ たにぎわい、 4. 人が主役と なる居心地良い空間、 5. 海や山、 空への広がり

2   建築物の低層部や

　  外構の設えとデザイン

1. 低層部の用途

基準［ 2-1-1］ ④⑤  建築物の低層部は、 店舗など、 まち なみのにぎ

わいと 連続性に配慮し たも のと する 。

推奨［ 2-1-2］   景観形成道路に面する建築物の低層部は、 不特

定多数の来訪者を 対象と し 、 まち のにぎわいや

様々なアク ティ ビティ の創出につながる用途、空

間と する こ と を 検討する 。
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2. 空間・ 壁面のデザイ ン

開口部等

基準［ 2-2-1］ ④⑤  建築物の低層部は、 開放感や透明感のあるデザインと する。（ 再掲）

誘導［ 2-2-2］ ④⑤  間口の分節化や適切な開口部の配置、 通り に面し た店舗の配置

など、 連続性を確保し つつ、 まち に変化を あたえ、 歩行者の歩

く 楽し みを 演出する デザイ ン と する。（ 再掲：［ 1-5-5］）

誘導［ 2-2-3］ ④⑤  景観形成道路に面する 建築物の低層部は、 大き な開口部やピ ロ

ティ 等のオープン スペースを 設けるなど、 にぎわいや空間の広

がり を創出する。（ 再掲：［ 1-5-6］）

ショ ーウィ ンド ー

基準［ 2-2-4］   景観形成道路に面し て、 閉鎖的なシャ ッ タ ーを 設置し ない、 シ

ョ ーウィ ン ド ーを 設ける など、 まちのにぎわいに配慮する 。

誘導［ 2-2-5］ ④  景観形成道路Bに面し た建築物内部に設置し 、 主に沿道の通行

者に向けて掲出する ショ ーウィ ン ド ーや掲出物は、 神戸の玄関

口にふさ わし い質の高いデザイ ン と する 。 特にガラ ス面に内側

から 掲出する 場合は、 建築物内部への透過性を でき るだけ確保

する よう 、 大き さ や数を 抑える 。

▼ にぎわいに配慮し た設えの例　

（ Ovol日本橋ビル）

▼ にぎわいに配慮し た設えの例　

（ COREDO日本橋）

中間
領

域
の

創
出

官
民

境
界

線
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景観形成道路に面する建築物の低層部の形態イ メ ージ

景観形成道路に面する 建築物の低層部は、 公共空間に開いた

開放性の高い設えと し 、 中間領域の創出を 図る。

下図のよ う な低層部の形態を 建築物の全面も し く は一部分に

取り 入れるよう 努める。

A. ピロティ 形態

ピロティ にするこ と により 、 中間領域を創出し 、

公共空間と の一体性を高める形態

B. ピロティ ＋2階張り 出し 形態

ピロティ 空間内に突出し た床を設け、中間領域に

立体的な活用を生み、にぎわい形成を高める形態

C. 柱突出し ＋ガラ ス壁面形態

屋外空間の創出が困難な場合に、壁面をガラ スと

し 、 柱に対し てセッ ト バッ ク さ せるこ と で奥行き

感を持たせた形態

D. 吹抜け＋ガラ ス壁面形態

屋外空間の創出が困難な場合に、大きなガラ ス壁

面と 吹抜け等の設えにより 、公共空間と の一体感

のある空間を創出する形態

▶  低層部の

デザイ ン例［ A］

（ 大丸神戸店）

▶  低層部の

デザイ ン例［ B］

（ 淀屋橋odona）

▶  低層部の

デザイ ン例［ C］

（ KDXレジデンス本町橋）
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低層部に開放性の高い店舗等
を配置し、公共空間と一体
となったにぎわい形成を図る。

道路境界線3. 歩行者空間・ オープンスペース

利活用等

基準［ 2-3-1］ ④⑤  敷地や建築物内部で、 公共空間と 一体

的に利用でき る 空間の創出に努める 。

誘導［ 2-3-2］   公共空間と 一体的なオープン スペース

を確保し 、 相互に呼応する にぎわいや

憩いの場の創出に努める 。

誘導［ 2-3-3］ ④⑤  建築物の低層部やオープン スペースが

魅力的に活用さ れるよ う 、 植栽やフ ァ

ニチャ ー等を 設置する 。

歩行者動線

基準［ 2-3-4］   道路境界線から の壁面の位置の制限に

より 生じ る空地には、 工作物は設置し

ない。 ただし 、 空地の機能を 阻害し な

いと 認める場合はこ の限り でない。

基準［ 2-3-5］ ④⑤  道路から 視認でき る部分の舗装や植栽

は、 道路や隣接地と の連続性及び歩行

者の通行に配慮する。

誘導［ 2-3-6］   道路から 視認でき る部分の舗装は、 道

路や隣接地と 調和する 素材、 色彩、 パ

タ ーン と する など一体的なデザイ ン と

し 、 連続し た歩行者空間を 創出する 。

推奨［ 2-3-7］ ④⑤  敷地や建築物内部において、 敷地内を

通り 抜ける通路など、 まち の回遊性を

高め、 公共空間と 連続し た歩行者空間

の確保を 検討する 。

▲ 植栽やフ ァ ニチャ ー配置の例（ オービッ ク 御堂筋ビ ル）

▲ 通り ぬけ通路の例（ 神戸旧居住地25番館）

▲ 公共空間と の一体的な利用の例（ M ARK IS みなと みら い）

▲ 歩道部と 共通し た舗装の使用例（ 本町ガーデン シティ ）

官民境界
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出入口

誘導［ 2-3-8］   エント ラ ン スやロ ビ ー等の共用空間においても 、 まちなみのに

ぎわいや上質な夜間景観の形成に配慮する。

基準［ 2-3-9］   共同住宅の出入口は、 景観形成道路Aに面し て設置し ない。 た

だし 、 出入口が地区の都市景観の形成に配慮さ れている 場合は

こ の限り でない。

誘導［ 2-3-10］   共同住宅の出入口は、 植栽やフ ァ ニチャ ーの設置、 壁面のデザ

イ ンの工夫等によ り 公共空間と の一体感の形成に配慮する 。

▶  望まし い集合住宅

出入口の例

（ ミ ッ ド ヒ ルズ神戸三宮）
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4. 駐車場・ 付属施設

基準［ 2-4-1］   駐車場の出入口は、 景観形成道路に面し て設置し ない。 ただし 、

敷地が景観形成道路以外の道路に接し ない場合又は交通安全上

も し く は用途上やむを 得ない場合はこ の限り でない。

基準［ 2-4-2］ ④⑤  駐車場等は、 目隠し や緑化による 修景に努める 。 特に、 建築物

に付属するも のは、 建築物と の一体的なデザイ ンや配置に配慮

する 。

誘導［ 2-4-3］   駐車場・ 駐輪場やゴミ 置場などの付属施設、 室外機や自動販売

機等は、 景観形成道路から 目立たない位置に設置する など、 歩

行者から 容易に見えず、 まち なみに調和し たデザイ ン と する 。

▶  立体駐車場の

緑化修景の例
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ラ ウンド するコ ーナーデザイ ンの例

（ 左： 神戸国際会館、 右上： 神戸大丸店、

右下： 神戸三宮阪急ビ ル）

▼ 街角のにぎわいの例（ 神戸国際会館） ▼ 街角のにぎわいの呼応のイ メ ージ

基準［ 3-1-1］ ④⑤  景観形成街角と の一体感や空間の広がり を 感じ ら れる デザイ ン

と する 。

誘導［ 3-1-2］ ④⑤  景観形成街角を 形成する 部分は、 交差する 通り の向こ う 側を 予

感さ せるよ う 、 視認性の確保やコ ーナー部分に配慮し たデザイ

ン と する。

基準［ 3-1-3］ ④  景観形成街角 Cに向けて正面性があり 、 開かれたデザイ ン と す

る 。

誘導［ 3-1-4］ ④  景観形成街角 Cでは、 向かいあう 建築物どう し の見通し や街角

のつながり を 意識し 、 街角全体でにぎわいが呼応する 空間を 形

成する 。

誘導［ 3-1-5］ ④  街角では、 周辺への回遊を促すエント ラ ン スや公共性の高い通

路の配置、 デザイ ン を 工夫する よ う 努める 。

・  回遊の拠点と なる交差点（ 景観形成街角C･D） に面する建物は、 神戸の新し い

玄関口と なり 、 統一感の中に変化をも たら す印象的な街角景観を形成するよ

う 、 街角に向けて正面性をも たせ、 海・ 山に沿っ た東西方向のまちのつなが

り を感じ るこ と のできるデザイ ンと し てく ださ い。

  【 関連する景観形成方針】 9. 三宮交差点の顔づく り 、 12. 統一感があり ながら 変化を演出

3   主要な街角の建築デザイン

•  視認性の確保

•  街角に向けて正面性をも たせる

•  街角に向けて正面性をも たせる
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1. 緑化

基準［ 4-1-1］ ④⑤  道路から 視認でき る部分の舗装

や植栽は、 道路や隣接地と の連

続性及び歩行者の通行に配慮す

る。（ 再掲：［ 2-3-5］）

誘導［ 4-1-2］   景観形成道路に面する 部分は、

上質な緑化を 行う 。

誘導［ 4-1-3］ ④⑤  建築物の低層部や外構には、 道

路の植栽と 調和のと れた植栽の

設置、 四季折々の花によ る 演出

等によ り 、 フ ラ ワーロ ード の愛

称にふさ わし い緑化を 行い、 ま

ちに彩り を与える 工夫を 行う 。

推奨［ 4-1-4］   壁面緑化や屋上緑化など、 緑の

う る おいが感じ ら れる 工夫を 積

極的に行う 。

▶  緑化の例　

（ 上： NU茶屋町、

下： 日本イ ーラ イ リ リ ー神戸本社）

・  オープンスペースには木陰や涼感を与える植栽の配置に努めると と も に、 フ ラ ワーロード の

愛称にふさ わし い、 まちに彩り を与える花や緑の演出、 遠景の六甲山の緑と 呼応する中景

の緑の配置などにも 配慮し てく ださ い。

・  神戸の玄関口にふさ わし い上質なまちなみと なるよう 、 工作物の修景や広告物のデザイ ン、

日よけ等の効果的な活用に配慮し てく ださ い。

  【 関連する景観形成方針】 6. 高質で穏やかな設え、 10. 神戸を象徴する空間

4   緑化や工作物等への配慮
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2. 工作物・ 建築設備等

日よけ・ 雨よけテント

基準［ 4-2-1］   必要最小限のも のと し 、 次に掲げる 基

準に適合するも のと する。

   （ 1） 道路面からの高さは2.5ｍ以上とする。

   （ 2） 道路上への突出は道路境界線から

1ｍ以内と する 。

   （ 3）　 道路上に支柱を設けない。

誘導［ 4-2-2］   日よけテント 等を設ける場合は、広告・

サイ ン 等を 抑え、 建築物や周辺環境と

調和する よ う な大き さ ・ 形状・ 色彩と

する。

アーケード

基準［ 4-2-3］   景観形成道路 Aには原則と し て設置し

ない。

建築設備

基準［ 4-2-4］   道路、 公園、 広場等の公共空間から 容

易に見える 位置には設置し ない。 やむ

を 得ず設置する 場合は、 地区の景観と

の調和に配慮し たも のと する 。

誘導［ 4-2-5］   駐車場・ 駐輪場やゴミ 置場などの付属

施設、 室外機や自動販売機等は、 景観

形成道路から 目立たない位置に設置す

る など、 歩行者から 容易に見えず、 ま

ちなみに調和し たデザイ ンと する。（ 再

掲：［ 2-4-3］）

1.0m 以下

2.
5m

以
上

道路上に支柱を設置しない

道路境界線

▶  望まし い日よけテント の例　

（ TOM ORROW LAND神戸店）

▶  望まし い事例（ 井門三宮ビ ル）
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5   夜間景観

1. 基本事項

基準［ 5-1-1］   夜間景観に有効な照明を 敷際の明る さ の連続性に配慮し て設置する 。

基準［ 5-1-2］   周辺に対し て過度の明暗が生じ ないよ う 工夫する。

誘導［ 5-1-3］   建築物の低層部や外構の照明は、 公共空間の光と 調和のと れたも のと

する 。 また、 店舗等の漏れ灯り や効果的な演出など、 通り を 歩く 人が

夜も 楽し く 、 心地良く 歩ける よう にする。

2. 色温度

基準［ 5-2-1］   外部から 視認でき る照明は電球色を 基調と する 。 ただし 、 デザイ ン 性

に優れる も の又は用途上やむを得ないも のはこ の限り でない。

誘導［ 5-2-2］   色温度は落ち着いた温かみのある電球色を基調と し 、 3,000K以下と する。

3. 輝度・ グレ ア

基準［ 5-3-1］   輝度は、 周辺環境に配慮し たも のと する。

基準［ 5-3-2］   照明対象範囲外に光が照射さ れないよ う 留意する。

基準［ 5-3-3］   不快なまぶし さ がないよ う 、 設置位置や形態等に留意する。

誘導［ 5-3-4］   光源を でき る だけ見せず、 アッ パー /ダウン ラ イ ト 等の間接照明を 用

いる など、 特に歩行者から の目線に配慮し て、 まぶし さ を抑えた光で

明る さ 感を確保する。

▶  通り を演出する

低層部の漏れ灯り の例

（ 淀屋橋odona）

▶  公共空間と 調和の

と れた心地よい通り

（ 神戸旧居留地明石町筋）

▶  まぶし さ を抑えた光

（ 神戸ハーバーラ ン ド ）

・   夜も まちのアク ティ ビティ が漏れ見える、 にぎわいのある上質な夜間景観の形成に配慮し てく ださ い。

  【 関連する景観形成方針】 7. にぎわいのある上品な夜間景観
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▼ 建築物の頂部や低層部、 コ ーナー部の照明演出

（ 大丸神戸店） ▼ フ ァ サード を生かし た照明演出（ 商船三井ビ ル） ▼ ショ ーウィ ンド ーの照明演出（ 明海ビ ル）

4. 変化

基準［ 5-4-1］   光が動く も の、 点滅するも の、 色が変化する も のは原則と し て

使用し ない。 ただし 、 良質な夜間景観を 演出する も の又は用途

上やむを 得ないも のはこ の限り でない。

5. 演出

基準［ 5-5-1］   建築物や植栽を ラ イ ト アッ プするなど、 良質な夜間景観の演出

に努める 。

基準［ 5-5-2］   演出を 行う 場合の光の動き や点滅、 色の変化は緩やかなも のと

し 、 色相差の大き い色の組み合わせは避ける 。 ただし 、 良質な

夜間景観を 演出する も のはこ の限り でない。

誘導［ 5-5-3］ ④⑤  演出を 行う 場合は、 建築物の頂部や低層部、 コ ーナー部は、 壁

面のラ イ ト アッ プなどによ り 上品で効果的に演出する。

誘導［ 5-5-4］ ④⑤  三宮駅周辺や主要な交差点付近では、 建築物全体で、 神戸の玄

関口を 飾る 上品で華やかな光を 演出する

誘導［ 5-5-5］   高彩度色を避ける など、 上品な印象と なる よ う 努める 。

誘導［ 5-5-6］   柱意匠やカ ーテン ウォ ール等の建築物のフ ァ サード を 生かし た

照明の演出を 行う 。

誘導［ 5-5-7］   植栽や樹木は、 低ポール照明やアッ パーラ イ ト 等によ り 、 建築

物の低層部と 一体的な灯り の演出を 行う 。

誘導［ 5-5-8］ ④⑤  景観形成街角は、 にぎわいを 呼び、 滞留のき っ かけと なる光の

演出を 心掛ける 。

6. まちなみの連続性・ にぎわいの形成

基準［ 5-6-1］   景観形成道路沿いについては、 店舗等の閉店時も 、 道路側を シ

ョ ーウィ ンド ー的に活用する など、 漏れ灯り による 効果や壁面

の設えに配慮する 。

誘導［ 5-6-2］   まち なみの連続性の演出、 まちの回遊性やにぎわいを 創出する

よう 、 ショ ーウィ ンド ーやピ ロティ 空間等の光の演出を 行う 。

誘導［ 5-6-3］   閉店後も 、 建物内部や外部照明を 点灯する こ と で、 通り の良質

な夜間景観に寄与する こ と が望まし い。
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規定強度デザインコード の見方

基準

誘導

推奨

景観法に基づく 行為の制限事項

基準の目安、 補足と なる事項

望まし い目標像を示す事項
規定強度 範囲 内容

屋
外
広
告
物
の
デ
ザ
イ
ン

1 共通事項

2 種類別

 1. 地上広告物

 2. 屋上広告物

 3. 壁面広告物

 4. 突出広告物

 5. 幕

3 夜間景観

4 映像装置

誘導［ 4-1-3］ ④⑤  景観形成街角から 見える 風景に配慮し た位置と する 。

通し 番号
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1   共通事項

基本事項

基準［ 1-1-1］   建築物や周辺環境と 調和がと れ

たも のと する 。

基準［ 1-1-2］   表示内容は簡素化する 。

誘導［ 1-1-3］   地区の特性に合っ た質の高いデ

ザイ ンと する 。 特に六甲山系の

眺望や通り の見通し に配慮し た

設置位置・ 形態や色彩と する 。

誘導［ 1-1-4］   文字を少なく し 、 縦書き 横書き

を 混在し ない。 また、 地区の特

性を 損なわない書体を 用いる 。

内容

誘導［ 1-1-5］   掲出数や情報量を抑える と と も

に、商品名のみを強調し たり 、価

格、 サービ ス内容等の直接的な

表現を避ける 。

色彩

誘導［ 1-1-6］   色数を少なく し 、原色の組み合わ

せは避ける。また、色の彩度を低く

し 建築物や周辺と の調和を図る。

誘導［ 1-1-7］   ベースカ ラ ーはまち なみと 調和

する 落ち 着いた色彩と し 、 アク

セン ト カ ラ ーを使用する 場合は

面積・ 色数・ 彩度等を 抑える 。

配置・ 位置

基準［ 1-1-8］   景観形成道路 A上への突き 出し

は、 1道路、 1建築物につき 1個

以下と する 。

基準［ 1-1-9］   窓、 その他の開口部には、 原則

と し て掲出し ない。

誘導［ 1-1-10］   屋内から 屋外に向けて掲出する

も のは、 外観と 一体的にデザイ

ン さ れたも のと する 。

規模・ 掲出数

基準［ 1-1-11］   でき るだけ集約し 、 必要最小限

の大き さ 、 個数と する 。

誘導［ 1-1-12］   複数の広告物を掲出する 場合は、

大き さ や形状等のデザイ ンを 揃

える と と も に、 表示内容やベー

スカ ラ ーの共通化を 図る 。

映像装置

基準［ 1-1-13］   時間帯に関わら ず、 夜間景観形

成基準に準じ 、 周辺環境に配慮

し たも のと する。

▼ 広告物を集約し た例　（ mint 神戸）

・   地区や通り の特性に合わせ、 落ち着きのある景観やにぎわいのある景観の形成、 まちの情報発信等に寄与

するよう な形態・ 配置・ 内容にし てく ださ い。

・   映像装置を設ける場合は、 当地区にふさ わし い良好な景観形成を図るよう 、 設置位置や表示内容、 明るさ

等に配慮し てく ださ い。

  【 関連する景観形成方針】 8. 地区や通り の特性をふまえた広告物
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▶  望まし い地上広告物

の事例（ 神戸国際会館）

▶  望まし い地上広告物

の事例（ 井門三宮ビ ル）
1. 地上広告物

基本事項

誘導［ 2-1-1］   建築物や周辺と の調和を図り 、 過度に大き く し ない。

誘導［ 2-1-2］   建築物や周辺と 調和し た色彩と する 。

地上から の高さ

基準［ 2-1-3］   10 ｍ以下と する。 ただし 、 空地や平面駐車場等の低未利用敷地

に掲出する も のについては、 5ｍ以下と する 。

幅

基準［ 2-1-4］   空地や平面駐車場等の低未利用敷地に掲出する も のについては、

接道延長の2分の1以下と する 。

配置・ 位置

基準［ 2-1-5］   壁面の位置の制限によ る道路境界線から の後退部分には掲出し

ない。

誘導［ 2-1-6］   歩行者の通行の妨げになら ないも のと する。

規模・ 掲出数

誘導［ 2-1-7］   複数の内容をひと つの広告物に掲出する 場合は、 その数を 過度

に多く せず、 それぞれの表示内容の大き さ や形状等のデザイ ン

を 揃える 。

2   種類別
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▶  望まし く ない

屋上広告物のイ メ ージ

▶  望まし い

屋上広告物のイ メ ージ

2. 屋上広告物

基本事項

基準［ 2-2-1］   形態・ 意匠等に配慮し ながら 、 建築物と の一体化を 図る 。

誘導［ 2-2-2］   建築物と の一体化を図り 、 過度に大き く し ない。

誘導［ 2-2-3］   建築物の壁面と 調和し た色彩と する 。

誘導［ 2-2-4］   道路面に対し て垂直も し く は水平方向に傾斜を 設けない。

高さ

基準［ 2-2-5］   建築物の高さ の3分の1以下かつゾーンごと に次のと おり と する。

   ゾーン ①： 4m 以下、 ゾーン②③： 6m 以下、 ゾーン④⑤： 8m 
以下

掲出数

基準［ 2-2-6］   1建築物につき 1個以下と する。 ただし 、 本基準の適用の際、 す

でに適法に表示又は設置し ている も のは除く 。

広告 広告

広 告
広 

告

広告広　 告

広告物の形態や色彩が不揃い

１ 建物に 1 個

までと する

建築物と の

一体化を 図る

周辺のまち なみ

と の調和を 図る
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▼ 外壁と 一体化し た広告パネルの例

（ ONLY淀屋橋店）

▼ 壁面と 調和し た広告物の例

（ GRAND FRONT OSAKA）

▼ 壁面と 調和し た広告物の例（ 神戸国際会館）

3. 壁面広告物

配置・ 位置

基準［ 2-3-1］   景観形成道路沿いの建築物等に掲出する 場合は、 道路に面し な

い壁面には掲出し ない。 ただし 、 建物名、 事業所名等で壁面と

の調和に配慮さ れたも のはこ の限り ではない。

誘導［ 2-3-2］   建築物と の一体化を 図るよ う 、 壁面の素材感を 失わない切り 文

字等と し 、 過度に大き く し ない。

誘導［ 2-3-3］   建築物の壁面と 調和し た色彩と する 。

誘導［ 2-3-4］   複数の壁面広告物を 掲出する 場合は、 でき る だけ集約さ せる 。

誘導［ 2-3-5］   懸垂幕はでき る だけ集約し 、 大き さ や形状、 ベースカ ラ ーなど、

デザイ ン を そろ える 。
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▶  望まし い

バナーフ ラ ッ グの事例

（ 新ク レセッ ト ビ ル）

4. 突出広告物

配置・ 位置

基準［ 2-4-1］   上端は、 建築物の軒の高さ 以下と する 。

誘導［ 2-4-2］   景観形成道路に面し て掲出する場合は、 広告物の幅は1m 以下と する 。

掲出数

基準［ 2-4-3］   景観形成道路に面し て掲出する 場合は、 1道路、 1建築物につき 1個以

下と する 。 ただし 、 建築物の3階の床面高さ 以下の部分に掲出する 場

合で、 広告物の縦の長さ が1ｍ未満のも のは除く 。

誘導［ 2-4-4］   建築物の外観や店舗デザイ ン と の一体化を 図り 、 過度に大き く し ない。

誘導［ 2-4-5］   建築物と 調和し た色彩と する 。

誘導［ 2-4-6］   低層部に連続し て設ける 場合など、 複数の突出広告物を 設置する 場合

は、 大き さ や形状等のデザイ ンを 揃える。

バナーフ ラ ッ グ

誘導［ 2-4-7］   適度な数、間隔と なるよう 連続的に設置し 、通行者の目を楽し ませ、ま

ちを 彩る よう 、 大き さ や形状、 色彩などに配慮し たも のと する 。

5. 幕

基準［ 2-5-1］   道路に面し ない壁面には掲出し ない。

誘導［ 2-5-2］   建築物と の一体化を図り 、 過度に大き く し ない。

誘導［ 2-5-3］   建築物の壁面と 調和し た色彩と する 。

誘導［ 2-5-4］   複数の幕広告物を 掲出する 場合、 でき るだけ集約さ せる 。

軒の高さ を超えない

1 道路・ 1 建物につき
1 個以下と する

（ 例外）

1m 以下

1m 以下

3 階床高さ 以下
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輝度・ グレ ア

基準［ 3-1-1］   輝度は、 周辺環境に配慮し たも のと する 。

基準［ 3-1-2］   照明対象範囲外に光が照射さ れないよ う 留意する 。

基準［ 3-1-3］   内照式は避け、 でき る 限り 外照式と する 。 ただし 、 文字のみの

場合など、 良質な夜間景観を 演出する も のはこ の限り でない。

誘導［ 3-1-4］   高輝度・ 高彩度色を 避け、 切り 文字（ 箱文字） 型のバッ ク ラ イ ト

文字や文字のみを照射するなどにより 、 上品な印象と なる よ う

努める。

変化

基準［ 3-1-5］   光が動く も の、 点滅する も の、 色が変化するも のは原則と し て

使用し ない。 ただし 、 良質な夜間景観を 演出する も のはこ の限

り でない。

3   夜間景観

▶  外照式照明の例

（ 旧居留地38番館）

▼ 切り 文字型バッ ク ラ イ ト の例（ 大丸神戸店）
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配置・ 位置

推奨［ 4-1-1］   建築物の高層部の壁面及び屋上への設置は控える 。

誘導［ 4-1-2］   窓の内側から 外側に向けて映像を 発信するも のは、 外部に設置

する広告物と 同様、 周辺環境に配慮し たも のと する。

誘導［ 4-1-3］ ④⑤  景観形成街角から 見える 風景に配慮し た位置と する。

誘導［ 4-1-4］   建築物の壁面に突出型のも のは設置し ない。

誘導［ 4-1-5］   建築物の壁面に設置する 場合は、 1つの通り に対し て1つまでと

する。 複数設置する 場合は、 必要最小限と し 、 一体的に設置す

る か、 でき るだけ間隔を あけて設置する 。

輝度

基準［ 4-1-6］   時間帯や周辺環境に配慮し たも のと する 。

誘導［ 4-1-7］   周囲の明る さ 等の状況（ 昼間、 夕方、 夜間） に応じ て輝度や点灯

時間について配慮し たも のと する 。

誘導［ 4-1-8］   高輝度の映像広告を 避ける 。

変化

基準［ 4-1-9］   光の動き 、 点滅、 色の変化の速度は緩やかなも のと し 、 色相差

の大き い色の組み合わせは避ける 。 ただし 、 良好な夜間景観を

演出する も のはこ の限り でない。

誘導［ 4-1-10］   過度に点滅する も の、 派手な色彩や動き の速い動画は避ける。

音声

誘導［ 4-1-11］   不快感を 与えない音量、 音色と する。

誘導［ 4-1-12］   商品名のみを 強調し たり 、 価格、 サービ ス内容等を 過度に表現

し た音響を 避ける 。

コ ンテンツ

誘導［ 4-1-13］   情報過多、 文字情報が多いも のは避け、 デザイ ン 性の高いも の

と する。

推奨［ 4-1-14］   地域情報、 観光情報、 ニュ ース、 災害時の避難情報など、 まち

の利便性や安全性を 高める各種の情報やまちの魅力を向上さ せ

る 映像等を 提供する こ と が望まし い。

誘導［ 4-1-15］   見る 人に不快感や不安感を与えないも のと する 。

誘導［ 4-1-16］   商品名のみを 強調し たり 、 価格、 サービ ス内容等を 過度に表現

し た映像広告を避ける 。

▶  建物内部への透過性

のある広告の例

（ 元町ビ ル）

4   映像装置
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付録
次の資料を付録として添付予定

・景観デザインコードの検討体制

・現況の歩行者行動調査と空間特性分析

・再整備の効果（他都市事例）


